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中国文化大革命期における国家建設

中
国
文
化
大
革
命
期
に
お
け
る
国
家
建
設

―
―
葛
洲
壩
ダ
ム
の
決
定
過
程
と
国
務
院
業
務
組
―
―

林　
　
　
　

秀　
　

光

は
じ
め
に

　

中
国
長
江
に
あ
る
葛
洲
壩
ダ
ム
は
本
来
、
三
峡
ダ
ム
の
完
成
後
に
そ
の
機
能
を
補
完
す
る
目
的
で
考
案
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
と

こ
ろ
が
、
武
漢
軍
区
（
湖
北
省
と
河
南
省
に
配
置
さ
れ
た
人
民
解
放
軍
大
軍
区
の
一
つ
、
一
九
五
五
年
か
ら
八
五
年
ま
で
存
在
し
た
）
と
湖

は
じ
め
に

第
一
節　

葛
洲
壩
ダ
ム
建
設
の
提
起

　

１　

長
弁
造
反
派
に
よ
る
提
起
と
「
三
三
〇
工
程
」
の
名
づ
け

　

２　

武
漢
軍
区
と
湖
北
省
革
委
会
に
よ
る
中
央
へ
の
要
請

第
二
節　

業
務
組
の
成
立
過
程
と
変
遷

第
三
節　

業
務
組
主
導
に
よ
る
政
策
過
程

　

１　

中
共
中
央
政
治
局
で
の
決
定
ま
で

　

２　

業
務
組
会
議
で
の
設
計
報
告

　
　

①　

状
況
報
告
と
デ
ッ
ド
ラ
イ
ン
の
提
示

　
　

②　

李
先
念
の
態
度

　
　

③　

張
体
学
の
態
度

　

３　

周
恩
来
主
宰
業
務
組
会
議
で
の
最
終
審
査

　
　

①　

技
術
問
題
の
検
討
と
そ
の
限
界

　
　

②　

周
恩
来
の
三
峡
ダ
ム
計
画
に
つ
い
て
の
見
解

第
四
節　

政
策
決
定
の
最
終
段
階

お
わ
り
に
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北
省
革
命
委
員
会
（
以
下
、
革
委
会
）
の
強
い
要
望
に
よ
り
、
始
動
か
ら
約
一
年
後
の
七
〇
年
末
に
建
設
が
決
定
す
る
や
、
三
峡
ダ

ム
に
先
ん
じ
て
着
工
さ
れ
た
。
計
画
で
は
、
三
年
半
で
発
電
を
始
め
、
五
年
で
竣
工
す
る
は
ず
だ
っ
た
が
、
電
力
不
足
の
解
消
を
最

優
先
し
た
設
計
の
た
め
に
長
江
の
水
運
に
支
障
が
生
じ
た
。
こ
の
た
め
、
七
二
年
に
工
事
は
中
止
に
追
い
込
ま
れ
て
い
る
。

　

結
果
的
に
、
葛
洲
壩
ダ
ム
は
発
電
の
開
始
に
一
〇
年
半
を
要
し
、
八
八
年
の
竣
工
ま
で
に
一
八
年
の
歳
月
が
費
や
さ
れ
た
。
ま
た
、

当
初
一
三
・
五
億
元
で
あ
っ
た
予
算
は
規
模
の
拡
大
に
伴
い
四
八
・
四
八
億
元
に
膨
れ
上
が
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
杜
撰
と
も
い
え
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
誰
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

既
刊
の
著
述
で
は
毛
沢
東
と
周
恩
来
の
役
割
を
め
ぐ
っ
て
異
な
る
見
解
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　

じ
つ
は
、
毛
沢
東
は
自
ら
の
七
七
歳
の
誕
生
日
に
あ
た
る
一
二
月
二
六
日
に
、
葛
洲
壩
ダ
ム
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
指
示
を
出
し

て
い
る）1
（

。
す
な
わ
ち
、「
こ
の
ダ
ム
の
建
設
に
賛
成
す
る
。
現
在
は
文
件
上
の
構
想
で
あ
る
が
、
建
設
過
程
の
な
か
で
い
ろ
い
ろ
な

予
想
も
で
き
な
い
困
難
に
遭
遇
す
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
と
き
に
な
っ
た
ら
修
正
を
加
え
再
度
設
計
を
行
う
準
備
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」。

　

こ
れ
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
許
可
す
る
文
面
と
し
て
は
、
懸
念
を
に
じ
ま
せ
た
非
常
に
曖
昧
な
も
の
だ
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
こ

う
し
た
態
度
の
背
景
と
し
て
、
毛
沢
東
に
権
力
闘
争
の
必
要
性
が
あ
っ
た
こ
と
を
挙
げ
、
そ
こ
に
文
化
大
革
命
（
以
下
、
文
革
）
と

い
う
個
人
崇
拝
が
ま
ん
延
す
る
時
代
が
加
わ
っ
た
こ
と
で
葛
洲
壩
ダ
ム
は
検
討
が
不
十
分
な
ま
ま
着
工
さ
れ
た
、
と
す
る
見
解
が
あ

る
）
2
（

。
こ
の
説
に
は
、
葛
洲
壩
ダ
ム
の
政
策
過
程
に
表
れ
た
「
歴
史
の
滑
稽
と
悲
壮
感
」
を
、
毛
沢
東
の
カ
リ
ス
マ
性
に
帰
結
し
よ
う

と
す
る
感
が
否
め
な
い）（
（

。

　

一
方
、
毛
沢
東
と
周
恩
来
の
ど
ち
ら
が
決
定
的
な
役
割
を
果
た
し
た
か
に
つ
い
て
、
微
妙
な
責
任
の
な
す
り
合
い
が
公
式
文
献
の

行
間
で
見
え
隠
れ
す
る
。

　
『
毛
沢
東
年
譜
』
で
は
、
毛
沢
東
の
役
割
が
相
対
化
さ
れ
、
決
定
は
周
恩
来
が
下
し
た
旨
が
婉
曲
に
主
張
さ
れ
て
い
る
。
同
書
に
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よ
れ
ば
、
周
恩
来
が
毛
沢
東
に
提
出
し
た
報
告
資
料
に
は
、「
武
漢
軍
区
と
湖
北
省
革
委
会
に
対
す
る
中
央
の
指
示
は
す
で
に
同
意

を
表
明
し
て
い
た
」、「
中
央
政
治
局
が
討
論
後
に
原
則
的
に
許
可
し
た
、
と
も
記
さ
れ
て
い
た
」
と
あ
っ
た）（
（

。
つ
ま
り
、
葛
洲
壩
ダ

ム
の
事
案
は
周
恩
来
に
よ
っ
て
す
で
に
決
定
済
み
で
あ
り
、
毛
沢
東
に
却
下
の
余
地
は
な
く
同
意
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
、
と
い
う

論
調
で
あ
る
。

　

そ
れ
と
は
反
対
に
、『
李
先
念
伝
』
や
李
先
念
に
関
す
る
回
顧
資
料
は
、
周
恩
来
が
毛
沢
東
宛
て
の
報
告
書
の
な
か
で
「
た
だ
ち

に
着
工
す
る
と
は
言
及
し
て
い
な
い
」
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
毛
沢
東
が
「
批
准
」
し
た
と
主
張
し
て
い
る）（
（

。

　

し
か
し
面
白
い
こ
と
に
、
李
先
念
自
身
は
「
あ
る
会
議
で
葛
洲
壩
ダ
ム
の
責
任
を
厳
し
く
追
及
さ
れ
た
が
、
葛
洲
壩
ダ
ム
は
総
理

が
決
定
し
た
の
だ
。
わ
た
し
は
支
持
し
た
が
、
総
理
が
亡
く
な
っ
た
か
ら
に
は
わ
た
し
が
首
魁
だ
。
だ
か
ら
な
ん
だ
！
と
激
高
し
、

立
ち
上
っ
て
反
論
し
た
」
と
回
顧
し
、
周
恩
来
や
自
ら
の
役
割
を
認
め
て
い
る）6
（

。

　

葛
洲
壩
ダ
ム
の
建
設
が
決
定
さ
れ
た
時
代
背
景
を
鑑
み
れ
ば
、
最
高
指
導
者
の
個
人
的
な
影
響
力
が
よ
り
強
く
反
映
さ
れ
た
こ
と

は
理
解
で
き
よ
う
。
し
か
し
そ
れ
以
上
に
、
周
恩
来
や
李
先
念
が
率
い
る
国
務
院
の
臨
時
機
構
で
あ
っ
た
業
務
組
（
六
八
年
六
月
～

七
五
年
一
月
ま
で
存
在
、
六
七
年
四
月
二
一
日
成
立
の
業
務
小
組
は
そ
の
前
身
）
の
果
た
し
た
役
割
は
大
き
く
、
そ
の
か
か
わ
り
に
着
目

し
て
制
度
的
な
側
面
か
ら
再
検
討
を
加
え
る
必
要
が
あ
ろ
う）（
（

。

　

本
稿
で
は
、
葛
洲
壩
ダ
ム
を
討
議
し
た
業
務
組
会
議
の
議
事
録
を
中
心
に
、
報
告
書
や
利
用
可
能
に
な
っ
た
造
反
派
の
回
顧
録
、

最
高
指
導
者
の
年
譜
資
料
な
ど
を
活
用
し
、
葛
洲
壩
ダ
ム
の
決
定
過
程
を
分
析
す
る
。
そ
し
て
、
従
来
解
明
さ
れ
て
い
な
い
業
務
組
、

ひ
い
て
は
軍
と
造
反
派
の
動
態
を
通
し
て
、
政
治
動
乱
期
の
国
家
建
設
の
一
端
に
つ
い
て
考
察
す
る）8
（

。
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第
一
節　

葛
洲
壩
ダ
ム
建
設
の
提
起

　

一
九
五
四
年
四
月
、
長
江
水
利
委
員
会
（
五
六
年
に
長
江
流
域
規
劃
弁
公
室
と
改
称
、
以
下
、「
長
弁
」）
の
下
部
組
織
で
あ
っ
た
上

流
工
程
局
は
、
三
峡
ダ
ム
サ
イ
ト
選
定
の
た
め
に
実
地
調
査
を
行
っ
た
。
葛
洲
壩
ダ
ム
は
、
こ
の
調
査
を
主
宰
し
た
李
鎮
南
ら
に
よ

る
報
告
書
「
関
於
長
江
三
峡
水
庫
情
況
的
簡
要
説
明
」
に
お
い
て
初
め
て
、
三
峡
ダ
ム
の
補
完
ダ
ム
と
し
て
提
起
さ
れ
て
い
る）9
（

。
そ

の
目
的
は
、
三
峡
ダ
ム
の
完
成
後
に
下
流
約
四
〇
キ
ロ
に
わ
た
る
運
航
水
位
を
維
持
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
こ
の
案
は
、
五
九
年
に

長
弁
主
宰
で
作
成
し
た
「
三
峡
水
利
枢
紐
初
歩
設
計
要
点
報
告
」
に
盛
り
込
ま
れ
、
初
め
て
正
式
に
認
め
ら
れ
た）（（
（

。

　

こ
の
よ
う
に
、
葛
洲
壩
ダ
ム
は
三
峡
ダ
ム
の
補
完
ダ
ム
と
し
て
考
案
さ
れ
、
三
峡
ダ
ム
の
建
設
後
に
着
工
さ
れ
る
べ
き
も
の
で

あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
葛
洲
壩
ダ
ム
を
先
に
着
工
し
た
場
合
、
上
流
の
水
位
が
上
が
り
、
三
峡
ダ
ム
の
工
事
は
複
雑
化
す
る
。
三
峡

ダ
ム
の
推
進
派
が
葛
洲
壩
ダ
ム
の
先
行
建
設
に
強
く
反
対
し
た
理
由
は
ま
さ
に
そ
こ
に
あ
っ
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
七
〇
年
末
に

葛
洲
壩
ダ
ム
は
建
設
が
決
定
し
、
着
工
さ
れ
た
。
そ
の
経
緯
に
つ
い
て
、
少
し
さ
か
の
ぼ
っ
て
六
〇
年
代
後
半
に
お
け
る
長
弁
と
湖

北
省
革
委
会
の
動
き
を
見
て
み
る
。

　

１　

長
弁
造
反
派
に
よ
る
提
起
と
「
三
三
〇
工
程
」
の
名
づ
け

　

六
七
年
一
月
二
四
日
に
顧
建
棠
ら
長
弁
の
造
反
派
が
主
任
林
一
山
か
ら
「
奪
権
」（「
革
命
大
衆
に
よ
る
資
本
主
義
路
線
を
歩
む
実
権

派
か
ら
の
権
力
奪
取
」
の
意
）
し
、
の
ち
に
成
立
し
た
革
委
会
が
長
弁
の
権
力
中
枢
と
な
っ
た）（（
（

。
顧
建
棠
の
回
顧
に
よ
れ
ば
、
長
弁

革
委
会
は
、「
あ
の
日
か
ら
、
建
設
中
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
進
行
中
の
設
計
任
務
に
つ
い
て
気
を
緩
め
る
こ
と
な
く
し
っ
か
り
と
遂

行
し
」、「
も
っ
と
も
重
要
だ
っ
た
の
は
、
長
江
で
初
と
な
る
葛
洲
壩
ダ
ム
を
提
起
し
た
」
こ
と
で
あ
る）（（
（

。

　

具
体
的
に
は
、
長
弁
革
委
会
は
「
総
工
程
師
室
」
を
「
生
産
指
揮
組
」
に
改
組
し
、
組
長
に
常
務
委
員
兼
規
劃
処
長
王
有
秋
、
副
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組
長
に
委
員
兼
総
工
程
師
李
鎮
南
と
委
員
兼
技
術
員
徐
炳
華
を
据
え
た
。
彼
ら
が
中
心
と
な
り
積
極
的
に
葛
洲
壩
ダ
ム
の
建
設
可
能

性
を
検
討
し
、「
関
於
興
建
葛
洲
壩
水
利
枢
紐
工
程
的
請
示
報
告
」
を
起
草
し
た
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
を
受
け
て
翌
年
三
月
八
日
に
、
長
弁
革
委
会
主
任
郭
志
華
が
李
鎮
南
、
徐
炳
華
、
邱
忠
恩
と
顧
建
棠
を
率
い
て
上
京
し
、
水

利
電
力
部
（
以
下
、
水
電
部
）
元
副
部
長
銭
正
英
に
葛
洲
壩
ダ
ム
の
建
設
を
要
請
し
た）（（
（

。
銭
正
英
は
支
持
を
表
明
し
、
設
計
と
安
全

の
問
題
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
う
と
、「
す
ぐ
に
も
周
総
理
に
報
告
す
る
。
諸
君
は
北
京
で
総
理
の
指
示
が
出
る
ま
で
数
日
待
機

す
る
よ
う
に
」
と
伝
え
た
。

　

数
日
後
に
、
銭
正
英
よ
り
伝
達
さ
れ
た
周
恩
来
の
指
示
は
次
の
通
り
で
あ
る
。「
構
想
は
よ
い
。
毛
主
席
の
『
高
峡
出
平
湖
』
理

想
の
実
現
は
わ
れ
わ
れ
皆
の
願
い
だ
が
、（
中
略
）
万
里
の
長
江
に
初
め
て
建
設
す
る
ダ
ム
で
あ
る
以
上
、
慎
重
に
計
画
し
、
各
方

面
を
顧
み
、
無
害
有
益
、
万
に
一
つ
の
失
敗
も
な
く
、
戦
い
に
備
え
武
漢
を
確
実
に
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
長
弁
の
同
志
に
は

し
っ
か
り
と
研
究
し
論
証
を
継
続
し
て
ほ
し
い）（（
（

」。

　

周
恩
来
と
銭
正
英
の
指
示
に
し
た
が
い
、
長
弁
で
は
葛
洲
壩
ダ
ム
設
計
組
の
組
織
拡
大
を
図
り
研
究
を
進
め
た
。
ま
た
、
三
月
三

〇
日
は
毛
沢
東
の
三
峡
下
り
か
ら
一
〇
周
年
に
あ
た
る
た
め
、
祝
賀
会
、
顧
建
棠
に
よ
る
「
湖
北
人
民
ラ
ジ
オ
」
で
の
「
為
実
現
毛

主
席
『
高
峡
出
平
湖
』
的
雄
偉
宏
図
而
奮
闘
」
と
題
す
る
談
話
、
政
治
宣
伝
部
の
「
祝
賀
毛
主
席
視
察
長
江
三
峡
一
〇
周
年
」
の
ポ

ス
タ
ー
作
成
な
ど
、
一
連
の
祝
賀
行
事
が
打
ち
出
さ
れ
た
。
記
念
日
の
晩
に
、
顧
建
棠
は
「
関
於
葛
洲
壩
工
程
以
毛
主
席
三
月
三
〇

日
視
察
三
峡
之
日
命
名
為
『
三
三
〇
』
工
程
代
碼
的
請
示
報
告
」
を
起
草
し
、
国
務
院
に
提
出
し
た
。
五
月
に
「
周
恩
来
総
理
が
そ

れ
を
批
准
し
た
」
こ
と
を
受
け
て
、
葛
洲
壩
ダ
ム
設
計
組
は
「
三
三
〇
」
設
計
組
に
改
称
さ
れ
た）（（
（

。
こ
れ
は
葛
洲
壩
ダ
ム
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
コ
ー
ド
番
号
「
三
三
〇
」
の
由
来
で
あ
る
と
思
わ
れ
る）（（
（

。

　

同
年
、
文
革
の
風
向
き
が
変
わ
り
、
一
二
月
八
日
に
人
民
解
放
軍
と
「
工
宣
隊
」
が
長
弁
に
派
遣
さ
れ
、
革
委
会
お
よ
び
そ
の
下

部
組
織
は
接
収
さ
れ
改
組
さ
れ
た
。
こ
の
際
「
三
三
〇
」
設
計
組
が
保
留
さ
れ
、
人
員
も
異
動
な
く
仕
事
が
続
け
ら
れ
た
理
由
は
、
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周
総
理
の
批
准
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
と
顧
建
棠
が
回
顧
し
て
い
る
。
顧
建
棠
自
身
は
政
治
運
動
の
流
れ
で
影

を
潜
め
て
い
く
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
邱
忠
恩
が
の
ち
に
も
し
ば
し
ば
葛
洲
壩
ダ
ム
の
政
策
過
程
に
登
場
し
、
長
弁
革
委
会
で
の

経
験
を
反
映
し
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

２　

武
漢
軍
区
と
湖
北
省
革
委
会
に
よ
る
中
央
へ
の
要
請

　

前
述
の
長
弁
革
委
会
に
よ
る
葛
洲
壩
ダ
ム
提
起
の
直
後
に
、
三
峡
ダ
ム
を
め
ぐ
る
動
き
が
あ
っ
た
。「
六
八
年
四
月
、
張
体
学

（
六
八
年
二
月
よ
り
湖
北
省
革
委
会
副
主
任
、
七
一
年
三
月
よ
り
中
共
湖
北
省
委
書
記
、
同
年
一
一
月
よ
り
武
漢
軍
区
政
治
委
員
、
七
三
年
九

月
死
去
）、
銭
正
英
が
長
弁
技
術
者
同
行
の
も
と
、
三
峡
ダ
ム
サ
イ
ト
を
視
察
し
、
水
電
部
と
湖
北
省
の
連
名
で
毛
主
席
、
党
中
央
、

国
務
院
、
中
央
軍
委
に
『
関
於
修
建
三
峡
水
利
枢
紐
的
設
想
』
を
提
出
し
た
」。
し
か
し
、
中
央
か
ら
の
反
応
に
つ
い
て
は
言
及
が

な
い）（（
（

。

　

葛
洲
壩
ダ
ム
が
政
策
過
程
に
浮
上
す
る
の
は
、
翌
年
に
武
漢
軍
区
と
湖
北
省
革
委
会
が
毛
沢
東
に
三
峡
ダ
ム
建
設
の
要
請
を
断
ら

れ
た
あ
と
で
あ
る
。

　

そ
の
事
実
は
、
七
〇
年
一
〇
月
三
〇
日
に
武
漢
軍
区
と
湖
北
省
革
委
会
に
よ
る
中
央
へ
の
「
関
於
興
建
宜
昌
長
江
葛
洲
壩
水
利
枢

紐
工
程
的
請
示
報
告
」（
以
下
、「
長
江
葛
洲
壩
ダ
ム
建
設
に
関
す
る
請
示
報
告
」）
と
同
年
一
二
月
二
四
日
に
起
草
さ
れ
た
周
恩
来
の
毛

沢
東
へ
の
報
告
書
が
認
め
て
い
る
。
前
者
は
、
毛
沢
東
へ
の
三
峡
ダ
ム
建
設
要
請
が
六
九
年
五
月
と
一
〇
月
の
二
回
で
あ
っ
た
と
し

て
い
る
の
に
対
し
て
、
周
恩
来
に
よ
る
言
及
は
一
〇
月
の
一
回
の
み
で
あ
る）（（
（

。

　

葛
洲
壩
ダ
ム
を
推
進
し
た
キ
ー
ア
ク
タ
ー
で
あ
る
曽
思
玉
（
武
漢
軍
区
司
令
員
、
中
共
湖
北
省
委
第
一
書
記
、
湖
北
省
革
委
会
主
任
。

六
七
年
八
月
～
七
三
年
一
二
月
在
任
）
に
よ
る
と
、
毛
沢
東
へ
の
要
請
は
次
の
よ
う
に
行
わ
れ
た）（（
（

。
毛
沢
東
は
「
こ
ん
な
大
き
い
ダ
ム

を
造
っ
た
ら
、
重
慶
が
水
没
し
て
し
ま
わ
な
い
か
」
と
た
ず
ね
、
同
行
の
張
体
学
は
「
本
案
は
貯
水
位
を
低
く
設
定
し
て
お
り
、
重
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慶
の
水
没
は
避
け
ら
れ
ま
す
が
万
県
の
一
部
は
水
没
し
ま
す
」
と
答
え
た
。
毛
沢
東
は
再
び
「
諸
君
は
じ
つ
に
大
胆
な
こ
と
だ
。
こ

ん
な
大
き
い
ダ
ム
は
戦
争
に
な
れ
ば
敵
の
原
子
爆
弾
一
発
で
下
流
す
べ
て
を
水
没
さ
せ
て
し
ま
う
。
原
子
爆
弾
の
こ
と
を
考
え
た
の

か
」
と
畳
み
か
け
、
婉
曲
に
曽
思
玉
ら
の
要
求
を
断
っ
た
。

　

曽
思
玉
ら
は
諦
め
ず
、
一
〇
月
に
武
漢
滞
在
中
の
毛
沢
東
に
再
び
要
請
を
行
っ
た
が
、
前
回
と
同
様
に
ダ
ム
の
安
全
保
障
の
観
点

か
ら
却
下
さ
れ
た
。
毛
沢
東
は
、「
諸
君
は
じ
つ
に
壮
大
な
志
を
持
っ
て
い
る
。
原
子
爆
弾
が
怖
く
な
い
の
か
？　

万
が
一
爆
撃
を

受
け
れ
ば
、
宜
昌
ど
こ
ろ
か
、
武
漢
、
九
江
、
安
慶
、
南
京
ま
で
も
災
禍
を
被
る
。
い
ま
三
峡
ダ
ム
に
取
り
か
か
る
の
は
現
実
的
で

は
な
い
。
今
は
時
機
で
は
な
い
の
だ
」
と
手
を
振
っ
て
明
確
に
断
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
毛
沢
東
は
三
峡
ダ
ム
を
却
下
し
た
あ
と
に
、「
ほ
か
に
な
に
か
い
い
案
は
な
い
の
か
」
と
た
ず
ね
た
。
張
体
学
は
、
西

陵
峡
出
口
の
葛
洲
壩
で
堰
堤
の
低
い
ダ
ム
を
造
り
た
い
と
答
え
、
地
図
を
広
げ
て
説
明
し
た
。
毛
沢
東
は
報
告
を
聞
き
い
ろ
い
ろ
と

質
問
し
た
あ
と
、
笑
っ
て
頷
き
、「
そ
れ
な
ら
い
け
そ
う
だ
。
こ
れ
は
理
に
適
っ
て
い
る
。
低
い
堰
堤
だ
か
ら
、
万
が
一
爆
撃
を
受

け
て
も
下
流
へ
の
影
響
は
少
な
い
」
と
賛
成
し
た
。
会
談
は
、
毛
沢
東
が
本
件
を
周
総
理
に
報
告
す
る
こ
と
、
国
務
院
関
連
部
門
の

討
議
を
経
て
中
央
が
決
定
す
る
こ
と
を
確
認
し
て
終
了
し
た
。

　

じ
つ
は
、
葛
洲
壩
ダ
ム
案
の
模
索
に
つ
い
て
、
張
体
学
は
「
当
時
わ
れ
わ
れ
は
ま
だ
葛
洲
壩
ダ
ム
の
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
が
、

邱
忠
恩
が
助
言
し
て
く
れ
た
」
と
業
務
会
議
で
明
か
し
て
い
る）（（
（

。
そ
れ
は
、
六
九
年
春
か
ら
一
〇
月
初
め
ま
で
の
間
に
な
さ
れ
た
も

の
と
思
わ
れ
る）（（
（

。

　

翌
七
〇
年
一
月
に
、
湖
北
省
政
府
は
長
弁
の
葛
洲
壩
ダ
ム
設
計
組
に
対
し
て
実
地
踏
査
と
論
証
を
続
行
さ
せ
、
具
体
的
な
実
施
案

の
制
定
を
指
示
し
た
。
同
時
に
、
鄂
西
水
電
工
程
指
揮
部
を
組
織
し
、
労
働
力
と
物
資
の
準
備
を
行
っ
た）（（
（

。
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第
二
節　

業
務
組
の
成
立
過
程
と
変
遷

　

後
述
す
る
よ
う
に
、
武
漢
軍
区
と
湖
北
省
革
委
会
に
よ
る
葛
洲
壩
ダ
ム
建
設
の
要
請
を
受
け
、
中
央
レ
ベ
ル
で
は
業
務
組
が
政
策

過
程
を
主
導
し
た
。
そ
の
成
立
過
程
と
変
遷
に
つ
い
て
簡
単
に
触
れ
て
お
き
た
い
。

　

業
務
組
は
、
中
国
の
政
治
と
社
会
が
混
乱
を
き
わ
め
た
文
革
の
時
代
に
八
年
に
も
わ
た
っ
て
、
国
務
院
の
日
常
業
務
を
は
じ
め
重

大
な
問
題
の
討
議
と
決
定
を
行
い
、
国
民
経
済
の
運
営
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
。
し
か
し
そ
れ
は
国
務
院
の
常
設
機
構
で
は
な

く
、
全
国
人
民
代
表
大
会
常
務
委
員
会
の
批
准
も
経
て
い
な
い
特
殊
な
状
況
下
で
成
立
し
た
臨
時
機
構
で
あ
っ
た
。

　
「
国
務
院
業
務
小
組
」
の
名
称
が
は
じ
め
て
公
式
文
献
に
登
場
す
る
の
は
六
七
年
四
月
二
一
日
で
あ
り
、
組
織
と
し
て
の
機
能
は

こ
の
時
点
か
ら
開
始
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
当
時
の
構
成
員
は
周
恩
来
、
李
富
春
、
李
先
念
、
軍
か
ら
派
遣
さ
れ
た
総
参
謀
長
代

理
楊
成
武
、
余
秋
里
と
谷
牧
の
六
人
で
あ
っ
た
。
こ
の
構
成
は
毛
沢
東
の
批
准
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
が
、
の
ち
に
楊
成
武
の
逮
捕

と
谷
牧
の
造
反
派
に
よ
る
隔
離
の
た
め
四
人
に
な
っ
た
。

　

そ
の
後
、
李
富
春
の
提
案
に
よ
り
翌
年
六
月
に
業
務
組
に
名
称
が
変
わ
っ
た
が
、
九
人
構
成
の
提
案
は
認
め
ら
れ
ず
、
軍
か
ら
派

遣
さ
れ
た
粟
裕
が
加
わ
り
、
五
人
体
制
と
な
っ
た
。

　

翌
六
九
年
四
月
に
開
か
れ
た
九
全
大
会
を
経
て
、
五
月
に
国
務
院
各
部
と
委
員
会
の
組
織
再
編
お
よ
び
革
委
会
の
成
立
を
検
討
す

る
な
か
で
、
毛
沢
東
は
業
務
組
に
紀
登
奎
、
李
徳
生
を
入
れ
る
よ
う
に
求
め
た
。
七
月
三
日
、
周
恩
来
が
中
央
政
治
局
会
議
で
討
論

さ
れ
た
中
央
と
国
家
機
関
の
組
織
再
編
方
案
を
毛
沢
東
に
報
告
し
た
。
そ
の
な
か
で
、
業
務
組
に
つ
い
て
、
周
恩
来
、
謝
富
治
、
李

先
念
、
紀
登
奎
、
李
徳
生
、
李
富
春
、
余
秋
里
、
粟
裕
、
蘇
静
の
九
人
構
成
と
す
る
こ
と
、
組
長
を
周
恩
来
、
副
組
長
を
李
先
念
と

紀
登
奎
が
担
う
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
毛
沢
東
の
「
原
則
同
意
」
を
受
け
て
、
業
務
組
に
お
け
る
分
業
体
制
が
決
定
さ
れ
た
。

そ
の
な
か
で
、
李
富
春
が
水
力
発
電
分
野
の
主
管
を
担
当
し
た
が
、
の
ち
に
李
徳
生
に
代
わ
っ
た
。
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新
た
に
組
織
さ
れ
た
業
務
組
は
、
人
員
の
増
加
と
と
も
に
、
管
轄
範
囲
が
国
務
院
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
業
務
に
及
ん
だ
。
業
務

組
の
日
常
業
務
は
李
先
念
が
中
心
に
仕
切
り
、
紀
登
奎
が
補
助
す
る
形
を
と
っ
て
お
り
、
業
務
組
は
国
務
院
常
務
会
議
の
役
割
を
も

担
い
は
じ
め
て
い
た
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
業
務
組
が
葛
洲
壩
ダ
ム
に
か
か
わ
り
は
じ
め
た
の
は
ま
さ
に
こ
の
時
期
で
あ
る
。

　

業
務
組
は
七
五
年
に
開
か
れ
た
第
四
回
全
人
代
第
一
次
会
議
を
契
機
に
、
あ
ら
ゆ
る
活
動
を
停
止
し
た
。
と
は
い
え
、
葛
洲
壩
ダ

ム
建
設
の
着
工
決
定
や
、
別
稿
で
詳
述
す
る
七
二
年
か
ら
七
四
年
一
〇
月
ま
で
の
工
事
中
止
と
再
開
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
政
策
決

定
は
、
ま
さ
に
業
務
組
が
国
家
の
経
済
建
設
全
般
を
統
括
し
た
時
代
に
お
い
て
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
決
定
に
は
、
周
恩
来
を

は
じ
め
李
先
念
、
紀
登
奎
、
李
徳
生
、
余
秋
里
と
谷
牧
ら
が
大
き
な
影
響
力
を
及
ぼ
し
た
。

第
三
節　

業
務
組
主
導
に
よ
る
政
策
過
程

　

１　

中
共
中
央
政
治
局
で
の
決
定
ま
で

　

前
述
し
た
よ
う
に
、
邱
忠
恩
は
湖
北
省
政
府
へ
の
助
言
の
み
な
ら
ず
、
同
年
一
二
月
五
日
に
も
、
業
務
組
の
構
成
員
余
秋
里
に
手

紙
を
出
し
、
予
定
し
て
い
た
長
江
支
流
清
江
に
あ
る
隔
河
岩
水
力
発
電
所
の
建
設
を
や
め
、
そ
の
人
員
と
物
資
を
葛
洲
壩
ダ
ム
に
回

す
よ
う
提
案
し
て
い
た）（（
（

。

　

中
央
で
は
、
水
電
部
軍
事
管
制
委
員
会
（
以
下
、
軍
管
会
。
六
七
年
七
月
～
七
五
年
一
月
）
が
余
秋
里
か
ら
回
さ
れ
た
邱
忠
恩
の
手

紙
の
内
容
を
踏
ま
え
、
長
弁
に
対
し
て
、
七
〇
年
四
月
ま
で
に
「
葛
洲
壩
水
利
枢
紐
設
計
要
点
報
告
」
の
提
出
を
指
示
し
た
。

　

翌
月
二
九
日
、
水
電
部
軍
管
会
お
よ
び
葛
洲
壩
ダ
ム
設
計
組
が
京
西
賓
館
で
李
徳
生
に
対
し
て
、「
葛
洲
壩
工
程
初
歩
設
計
要
点
」

を
報
告
し
た
。
李
徳
生
は
報
告
を
受
け
、
李
先
念
に
早
急
に
報
告
す
る
よ
う
に
指
示
し
た
。

　

同
月
三
〇
日
に
、
水
電
部
軍
管
会
は
業
務
組
に
対
し
て
「
関
於
停
建
鄂
西
清
江
水
電
站
興
建
長
江
葛
洲
壩
水
利
枢
紐
的
報
告
」
を



10

法学研究 91 巻 6 号（2018：6）

提
出
し
た
。
翌
日
、
業
務
組
構
成
員
李
先
念
、
李
徳
生
、
余
秋
里
は
、
水
電
部
軍
管
会
主
任
張
文
碧
、
銭
正
英
ら
に
よ
る
葛
洲
壩
ダ

ム
設
計
方
案
の
報
告
を
受
け
、
隔
河
岩
ダ
ム
建
設
の
停
止
と
葛
洲
壩
ダ
ム
の
着
手
で
意
見
が
一
致
し
た）（（
（

。
そ
し
て
、
翌
月
に
そ
の
決

定
が
周
恩
来
に
報
告
さ
れ
、
同
意
を
得
た
。
周
恩
来
は
そ
の
後
、
八
月
に
湖
北
省
に
対
し
て
、
葛
洲
壩
ダ
ム
建
設
に
関
す
る
報
告
を

中
央
に
提
出
す
る
よ
う
に
伝
え
て
い
る）（（
（

。

　

こ
の
よ
う
に
中
央
で
の
検
討
と
許
可
を
得
て
、
湖
北
省
は
、
同
月
二
〇
日
に
武
漢
軍
区
と
湖
北
省
革
委
会
の
名
義
で
、
毛
主
席
、

党
中
央
と
国
務
院
に
「
長
江
葛
洲
壩
ダ
ム
建
設
に
関
す
る
請
示
報
告
」
を
提
出
し
正
式
に
建
設
の
許
可
を
要
請
し
た
。

　

こ
の
要
請
が
中
央
レ
ベ
ル
で
い
か
な
る
手
続
き
を
経
て
決
定
さ
れ
た
か
を
検
討
し
て
み
た
い
。

　

ま
ず
、
周
恩
来
は
一
〇
月
前
に
銭
正
英
を
現
地
に
派
遣
し
、
砂
堆
積
の
問
題
が
解
決
可
能
か
を
視
察
さ
せ
て
い
る）（（
（

。
ま
た
、
曽
思

玉
の
回
顧
に
よ
れ
ば
、
一
〇
月
初
め
に
、
周
恩
来
が
湖
北
省
に
準
備
を
指
示
し
た
が
、
銭
正
英
が
た
だ
ち
に
張
体
学
に
電
話
で
そ
の

意
向
を
伝
え
た
。
そ
れ
を
受
け
て
、
張
体
学
は
李
先
念
に
対
し
て
指
示
さ
れ
た
準
備
と
は
「
大
い
な
る
準
備
、
中
ぐ
ら
い
の
準
備
、

そ
れ
と
も
小
規
模
な
準
備
の
い
ず
れ
か
」
と
電
話
で
確
認
を
入
れ
た
。
李
先
念
は
、「
と
に
か
く
積
極
的
に
準
備
す
れ
ば
よ
い
」
と

返
答
し
た
。
張
体
学
は
、「
そ
れ
で
は
、
一
所
懸
命
に
準
備
す
る
」
と
返
事
し
、
す
ぐ
に
宜
昌
へ
赴
く
と
、
関
係
部
門
を
招
集
し
て

会
議
を
開
き
、
周
総
理
と
李
副
総
理
の
意
向
を
伝
達
し
、
全
面
的
な
施
工
準
備
を
展
開
し
た）（（
（

。

　

一
方
、
北
朝
鮮
か
ら
帰
国
し
た
曽
思
玉
は
、
一
〇
月
二
八
日
に
北
京
で
葛
洲
壩
ダ
ム
に
つ
い
て
周
恩
来
に
要
請
し
て
い
た）（（
（

。
の
ち

に
周
恩
来
は
葛
洲
壩
ダ
ム
の
事
後
処
理
を
検
討
す
る
会
議
で
、
当
時
曽
思
玉
に
回
答
を
迫
ら
れ
た
と
な
じ
る
よ
う
に
繰
り
返
し
語
っ

て
い
る）（（
（

。
曽
思
玉
の
強
い
ア
プ
ロ
ー
チ
が
功
を
奏
し
た
か
、
二
日
後
に
、
周
恩
来
主
宰
の
業
務
組
会
議
が
開
か
れ
、
列
席
し
た
李
先

念
ら
が
武
漢
軍
区
と
湖
北
省
の
提
案
に
同
意
し
た）（（
（

。

　

こ
の
会
議
で
周
恩
来
が
施
工
準
備
を
許
可
し
た
こ
と
が
、
紀
登
奎
の
発
言
で
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る）（（
（

。
そ
し
て
一
一
月
に
は
、
中

央
政
治
局
会
議
が
葛
洲
壩
ダ
ム
を
原
則
的
に
許
可
す
る
決
定
を
下
し
、
水
工
試
験
と
研
究
を
重
ね
工
程
資
料
の
作
成
を
指
示
し
た
。
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２　

業
務
組
会
議
で
の
設
計
報
告

　

同
年
一
二
月
一
一
日
に
、
業
務
組
会
議
で
葛
洲
壩
ダ
ム
の
設
計
に
関
す
る
報
告
が
行
わ
れ
た）（（
（

。

　

こ
の
会
議
に
は
、
業
務
組
か
ら
李
先
念
、
紀
登
奎
、
李
徳
生
、
余
秋
里
。
水
電
部
か
ら
張
文
碧
、
王
英
先
、
林
漢
雄
な
ど
。
武
漢

軍
区
と
湖
北
省
革
委
会
か
ら
張
体
学
、
朱
業
奎
（
湖
北
省
軍
区
副
政
委
）、
朱
俊
功
、「
葛
洲
壩
臨
時
領
導
小
組
」
メ
ン
バ
ー
で
あ
る

余
栄
秀
、
廉
栄
禄
、
劉
志
毅
、
陸
済
民
、
胡
瑞
堂
。
長
弁
の
麦
汝
強
、
邱
忠
恩
、
文
伏
波
、
張
瑞
謹
（
女
性
）、
殷
瑞
蘭
（
女
性
）、

丁
琦
（
女
性
）。
交
通
部
の
管
先
沢
な
ど
二
九
名
が
出
席
し
て
い
る
。

　
①
　
状
況
報
告
と
デ
ッ
ド
ラ
イ
ン
の
提
示

　

ま
ず
、
現
場
で
は
す
で
に
一
万
人
以
上
の
施
工
人
員
が
集
ま
り
、
工
事
用
通
路
が
同
月
二
〇
日
に
は
完
成
予
定
で
あ
る
こ
と
。
ま

た
、
約
千
人
の
熟
練
工
、
軍
人
、
老
幹
部
と
技
術
者
に
よ
る
実
地
踏
査
や
設
計
を
行
っ
た
結
果
、
葛
洲
壩
ダ
ム
の
重
大
な
技
術
問
題

は
基
本
的
に
解
決
可
能
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
旨
が
報
告
さ
れ
た
。
そ
し
て
大
衆
の
要
求
と
し
て
出
さ
れ
た
の
は
、
一
二
月
二
六

日
に
着
工
し
万
砲
斉
鳴
さ
せ
て
毛
主
席
の
長
寿
を
祝
う
こ
と
で
あ
っ
た）（（
（

。

　

そ
れ
に
対
し
、
李
徳
生
は
「
万
砲
斉
鳴
、
そ
れ
は
素
晴
ら
し
い
ね
」
と
応
じ
た
が
、
紀
登
奎
は
「
二
六
日
？
」
と
聞
き
直
し
た
。

報
告
者
の
劉
志
毅
は
「
大
衆
が
そ
の
よ
う
に
求
め
て
い
る
」
と
回
答
し
た
。

　

じ
つ
は
一
二
月
二
六
日
は
毛
沢
東
の
誕
生
日
で
あ
る
。
確
か
に
、
こ
の
日
は
大
衆
の
動
員
に
好
都
合
で
あ
っ
た
が
、
中
央
に
対
し

て
「
大
衆
が
求
め
た
」
と
い
う
大
衆
の
声
を
借
り
る
形
で
、
着
工
決
定
の
デ
ッ
ド
ラ
イ
ン
を
中
央
に
突
き
付
け
た
と
も
受
け
取
れ
よ

う
。
そ
の
よ
う
な
や
り
方
に
、
紀
登
奎
は
会
議
中
、
や
や
呆
れ
気
味
の
口
調
で
「
万
砲
斉
鳴
さ
せ
て
、
毛
主
席
の
長
寿
を
祝
お
う
と

大
衆
が
要
求
し
て
い
る
と
は
ね
」
と
二
回
も
繰
り
返
し
た
。
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②
　
李
先
念
の
態
度

　

李
先
念
は
遅
れ
て
、「
ど
う
だ
い
？　

湖
北
人
が
来
た
よ
」
と
軽
口
を
叩
い
て
登
場
し
た）（（
（

。
彼
は
会
議
中
に
「
こ
ん
な
に
大
き
い

ダ
ム
だ
か
ら
、
慎
重
な
態
度
で
臨
む
よ
う
に
」
と
二
回
も
念
を
押
し
た
が
、
設
計
上
の
き
わ
め
て
重
要
な
問
題
に
な
る
と
、
議
論
を

深
め
さ
せ
よ
う
と
し
な
か
っ
た
。

　

た
と
え
ば
、
李
徳
生
が
「
地
質
状
況
と
堆
砂
に
つ
い
て
も
報
告
し
な
い
と
」
と
指
摘
し
た
の
に
対
し
て
、
李
先
念
は
「
そ
れ
は
た

い
し
た
こ
と
は
な
い
」
と
切
り
捨
て
て
い
る
。

　

ま
た
、
そ
の
や
り
と
り
に
続
け
て
、
紀
登
奎
は
、「
わ
れ
わ
れ
が
投
票
し
た
の
だ
（
葛
洲
壩
ダ
ム
に
賛
成
票
を
投
じ
た
と
の
意
味
）。

い
ま
許
可
を
待
っ
て
い
る
が
、
慎
重
に
や
ろ
う
。
最
後
の
関
門
だ
」
と
発
言
し
た
。
そ
の
流
れ
で
、
李
先
念
は
「
囲
堰
の
問
題
は
注

意
す
る
必
要
が
あ
る
。
次
は
閘
門
の
問
題
だ
。
船
が
閘
門
に
入
れ
な
い
こ
と
の
な
い
よ
う
に
。
長
江
は
十
数
本
の
鉄
道
に
相
当
す

る
」
と
念
を
押
し
た
。
李
徳
生
も
、「
ダ
ム
を
造
ら
な
け
れ
ば
、
彼
ら
（
交
通
部
を
指
す
）
に
と
っ
て
問
題
は
な
い
の
だ
が
、
ダ
ム
を

造
れ
ば
問
題
が
生
じ
る
。
彼
ら
の
意
見
を
聞
く
よ
う
に
」
と
交
通
部
へ
の
意
見
聴
取
を
促
し
た
。
そ
の
発
言
に
、
紀
登
奎
も
「
彼
ら

が
長
江
を
利
用
し
て
い
る
部
門
だ
」
と
畳
み
か
け
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
業
務
組
か
ら
出
席
し
た
四
人
の
う
ち
の
二
人
が
長
江
の
水
運
問
題
を
取
り
上
げ
、
下
部
組
織
の
人
間
の
意
見
表
出

を
促
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
李
先
念
が
発
言
を
待
た
ず
に
、「
も
う
い
い
」
と
遮
っ
た
。

　

じ
つ
は
、
李
先
念
を
回
顧
す
る
文
章
で
は
、
彼
が
長
江
の
水
運
問
題
を
重
要
視
し
て
い
た
と
さ
れ
る
が
、
議
事
録
か
ら
は
そ
の
よ

う
な
配
慮
が
み
ら
れ
な
か
っ
た）（（
（

。

　

そ
の
直
後
に
、
李
先
念
は
ま
た
「
わ
た
し
が
心
配
し
て
い
る
の
は
囲
堰
だ
。（
中
略
）。
す
べ
て
の
大
型
ダ
ム
は
増
水
期
が
く
れ
ば
、

囲
堰
の
懸
念
が
生
じ
る
」
と
述
べ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
林
漢
雄
は
「
囲
堰
は
い
く
つ
か
決
壊
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、
た
い
し
た
問

題
で
は
な
い
」
と
応
じ
た
。
そ
れ
を
受
け
て
、
李
先
念
は
「
結
構
、
も
う
い
い
」
と
話
を
切
り
上
げ
た
。
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③
　
張
体
学
の
態
度

　

李
徳
生
は
張
体
学
に
水
電
部
の
意
見
を
聞
く
よ
う
に
促
し
た
が
、
張
体
学
は
「
水
電
部
と
わ
れ
わ
れ
は
意
見
が
一
致
し
て
い
る
。

林
漢
雄
も
銭
正
英
部
長
も
張
文
碧
主
任
も
『
積
極
分
子
』
だ
」
と
応
え
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
紀
登
奎
は
「
張
主
任
は
同
意
し
て
い

な
い
」
と
発
言
し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
張
体
学
は
「
少
な
く
と
も
冷
や
水
を
か
け
な
い
」
と
や
り
返
し
た
。
そ
の
や
り
と
り
に
、
李

先
念
は
「
業
務
組
が
冷
や
水
を
か
け
て
い
る
ね
」
と
冷
や
か
す
よ
う
な
言
い
方
を
し
た
が
、
張
体
学
は
「
そ
れ
は
違
う
。
李
主
任

（
李
先
念
を
指
す
）
も
『
積
極
分
子
』
だ
」
と
フ
ォ
ロ
ー
し
た
。

　

ま
た
、
会
議
の
終
盤
に
な
る
と
、
交
通
部
の
出
席
者
か
ら
堆
砂
や
閘
門
に
つ
い
て
ま
だ
異
議
が
あ
る
こ
と
が
告
げ
ら
れ
た
が
、
張

体
学
は
「
あ
な
た
方
に
水
運
を
保
障
す
れ
ば
い
い
で
し
ょ
」
と
言
っ
て
取
り
合
わ
な
か
っ
た
。

　

最
後
に
、
張
体
学
は
「
第
一
に
ダ
ム
の
建
設
は
可
能
だ
。
第
二
に
、
堆
砂
は
そ
れ
ほ
ど
ひ
ど
く
な
る
こ
と
は
な
い
。
第
三
に
、
今

年
中
に
着
工
す
る
」
と
会
議
を
総
括
し
た
。

　

以
上
の
や
り
取
り
か
ら
、
水
電
部
の
軍
代
表
張
文
碧
は
建
設
に
積
極
的
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
よ
う
。
ま
た
、
李
徳
生

と
紀
登
奎
は
慎
重
な
態
度
を
見
せ
て
い
た
が
、
李
先
念
や
張
体
学
が
そ
の
場
を
仕
切
り
政
策
を
推
し
進
め
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

　

先
述
し
た
よ
う
に
、
周
恩
来
は
す
で
に
施
工
の
準
備
を
許
可
し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、「
最
後
の
関
門
」
で
あ
る
こ
の
会
議
は
、

各
部
門
の
関
係
者
に
よ
る
意
見
の
表
出
と
問
題
解
決
の
手
立
て
を
検
討
す
る
場
で
あ
っ
た
。
し
か
し
長
江
の
水
運
問
題
な
ど
の
肝
心

な
技
術
問
題
に
つ
い
て
、
李
先
念
や
張
体
学
が
議
論
を
深
め
さ
せ
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
の
ち
の
工
事
中
止
の
一
因
と
な
っ
た
と
も
考

え
ら
れ
よ
う
。

　

３　

周
恩
来
主
宰
業
務
組
会
議
で
の
最
終
審
査

　

こ
の
会
議
の
直
後
、
一
三
日
に
李
先
念
が
周
恩
来
に
対
し
て
、
湖
北
省
か
ら
張
体
学
、
朱
業
奎
ら
三
〇
人
が
上
京
し
て
い
る
こ
と
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を
告
げ
接
見
を
求
め
た）（（
（

。
そ
し
て
周
恩
来
が
一
六
日
に
業
務
組
会
議
を
主
宰
し
設
計
案
の
最
終
審
査
を
行
っ
た）（（
（

。
こ
の
会
議
に
は
、

一
一
日
の
水
電
部
、
交
通
部
、
湖
北
省
と
長
弁
の
出
席
者
の
ほ
か
に
、
国
務
院
計
画
委
員
会
、
建
設
委
員
会
と
第
一
機
械
工
業
部
、

財
政
部
か
ら
も
人
員
が
派
遣
さ
れ
た）（（
（

。

　
①
　
技
術
問
題
の
検
討
と
そ
の
限
界

　

周
恩
来
の
臨
席
も
関
係
し
て
か
、
会
場
に
張
り
詰
め
る
緊
張
感
が
議
事
録
か
ら
も
読
み
取
れ
た
。
周
恩
来
は
設
計
図
を
目
に
す
る

な
り
開
口
一
番
、「
政
治
局
会
議
で
許
可
は
し
た
が
、
変
更
が
あ
る
の
で
は
、
と
上
へ
の
報
告
を
躊
躇
し
て
い
た
ら
、
や
っ
ぱ
り
設

計
を
変
え
た
の
か
。
前
回
の
図
面
と
異
な
っ
て
い
る
。
も
し
前
回
の
も
の
を
（
毛
）
主
席
に
報
告
し
て
い
た
ら
ど
う
説
明
す
る
の

か
」
と
発
言
し
た
。

　

周
恩
来
は
設
計
責
任
者
の
邱
忠
恩
と
文
伏
波
、
報
告
書
の
作
成
に
か
か
わ
っ
た
林
漢
雄
を
前
に
座
ら
せ
、
湖
北
省
革
委
会
の
作
成

し
た
「
長
江
葛
洲
壩
水
電
工
程
簡
要
説
明
」
を
手
に
読
み
上
げ
な
が
ら
、
技
術
者
と
の
質
疑
応
答
の
な
か
で
説
明
を
受
け
た
。

　

し
か
し
、
午
後
五
時
五
五
分
か
ら
九
時
九
分
と
い
う
限
ら
れ
た
時
間
で
、
葛
洲
壩
ダ
ム
を
推
進
せ
ん
と
す
る
関
係
者
か
ら
ネ
ガ

テ
ィ
ブ
な
情
報
を
引
き
出
す
こ
と
は
、
困
難
で
あ
っ
た
こ
と
が
想
像
で
き
よ
う
。
ま
た
、
彼
自
身
も
技
術
的
な
問
題
に
つ
い
て
核
心

を
つ
く
指
摘
が
で
き
な
か
っ
た
。
と
い
う
の
も
、
翌
年
葛
洲
壩
ダ
ム
の
問
題
が
顕
在
化
し
た
際
に
、
周
恩
来
は
そ
の
先
行
建
設
に
反

対
意
見
を
も
つ
林
一
山
に
対
し
て
、
彼
が
こ
の
時
に
長
江
の
水
運
問
題
の
深
刻
さ
を
指
摘
し
な
か
っ
た
こ
と
を
責
め
て
い
る）（（
（

。

　

じ
つ
は
、
周
恩
来
は
会
議
開
始
ま
も
な
く
、「
林
一
山
同
志
は
来
た
か
」
と
聞
い
た
が
、
そ
れ
は
文
革
中
に
失
脚
し
た
林
一
山

（
七
〇
年
三
月
ご
ろ
に
復
活
）
に
一
目
を
置
い
て
い
る
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
林
一
山
の
「
お
り
ま

す
」
と
の
返
事
に
「
君
は
反
対
で
は
な
い
か
」
と
問
い
か
け
た
が
、
林
一
山
は
「
党
が
決
定
す
る
な
ら
、
わ
た
し
は
反
対
い
た
し
ま

せ
ん
」
と
あ
る
種
の
「
模
範
解
答
」
を
し
た）（（
（

。
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周
恩
来
は
つ
づ
け
て
、「
わ
れ
わ
れ
は
君
の
反
対
を
恐
れ
な
い
。
意
見
が
あ
れ
ば
表
明
で
き
る
。（
毛
）
主
席
は
常
に
異
な
る
意
見

に
耳
を
傾
け
、
と
く
に
反
対
意
見
を
聞
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
お
っ
し
ゃ
る
。
あ
の
時
、
李
鋭
も
反
対
意
見
を
唱
え
た
の
で
は
な

い
か
？　

彼
の
あ
の
意
見
は
正
し
か
っ
た
が
、
彼
自
身
は
よ
く
な
い
人
間
だ
っ
た
。
そ
の
点
、
君
は
違
う
」
と
発
言
し
、
林
一
山
が

発
言
し
や
す
い
雰
囲
気
を
つ
く
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
林
一
山
の
保
身
も
考
え
ら
れ
る
が
、
政
策
形
成
の
現
場
で
さ
え
も
、
真

実
の
追
求
よ
り
も
党
へ
の
服
従
が
優
先
さ
れ
る
社
会
的
風
潮
の
な
か
で
、
周
恩
来
が
問
題
の
本
質
を
知
る
に
は
限
界
が
あ
っ
た
と
い

わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　

こ
の
会
議
で
の
議
論
を
踏
ま
え
て
修
正
さ
れ
た
「
長
江
葛
洲
壩
水
電
工
程
説
明
」
が
一
二
月
一
八
日
付
の
最
終
案
と
な
っ
た）（（
（

。
し

か
し
翌
年
葛
洲
壩
ダ
ム
の
問
題
解
決
を
検
討
す
る
会
議
で
、
李
先
念
も
「
昨
年
の
報
告
で
は
結
局
ど
の
設
計
案
に
な
っ
た
の
か
誰
も

覚
え
て
い
な
い
。
当
時
は
主
に
建
設
す
る
か
ど
う
か
の
問
題
を
論
じ
て
い
た
」
と
発
言
し
た）（（
（

。
つ
ま
り
、
七
〇
年
一
二
月
に
開
か
れ

た
二
つ
の
会
議
は
、
技
術
的
な
問
題
を
検
討
す
る
き
わ
め
て
重
要
な
場
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
予
測
可
能
な
問
題
に
つ
い
て

の
議
論
が
で
き
な
い
ま
ま
最
終
決
定
を
迎
え
た
。

　
②
　
周
恩
来
の
三
峡
ダ
ム
計
画
に
つ
い
て
の
見
解

　

じ
つ
は
一
一
日
の
会
議
で
は
、
葛
洲
壩
ダ
ム
設
計
案
か
ら
「
三
峡
問
題
は
削
除
さ
れ
た
た
め
、
こ
こ
で
は
議
論
し
な
い
」
こ
と
に

異
議
を
申
し
立
て
る
者
が
お
ら
ず
、
そ
の
ま
ま
進
め
ら
れ
た）（（
（

。
林
一
山
は
後
年
「
葛
洲
壩
ダ
ム
着
工
後
の
二
年
間
は
発
言
権
が
な

か
っ
た
」
と
回
顧
し
て
い
る）（（
（

。
し
か
し
、
三
峡
ダ
ム
が
削
除
さ
れ
る
こ
と
に
抵
抗
で
き
ず
に
い
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
彼
は
葛
洲
壩

ダ
ム
が
討
議
さ
れ
た
段
階
か
ら
蚊
帳
の
外
に
置
か
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

　

前
述
し
た
よ
う
に
、
周
恩
来
は
林
一
山
に
配
慮
す
る
よ
う
な
態
度
を
見
せ
て
い
た
が
、
三
峡
ダ
ム
に
つ
い
て
は
き
わ
め
て
シ
ビ
ア

な
発
言
を
繰
り
返
し
た
。
彼
は
林
一
山
に
対
し
て
、「
君
の
頭
か
ら
は
完
全
に
戦
争
の
観
念
が
抜
け
落
ち
て
い
る
。
君
の
言
う
大
型
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ダ
ム
（
三
峡
ダ
ム
を
指
す
）
は
、
子
孫
の
世
代
の
話
、
二
一
世
紀
の
話
だ
」
と
言
っ
た
。

　

ま
た
、
三
峡
ダ
ム
と
の
関
連
性
を
問
わ
れ
た
林
一
山
の
発
言
を
受
け
て
、
周
恩
来
は
再
び
、「
三
峡
ダ
ム
と
葛
洲
壩
ダ
ム
を
同
時

に
建
設
す
る
こ
と
は
現
状
で
は
許
さ
れ
な
い
。
二
つ
の
同
時
建
設
は
『
第
四
次
五
か
年
計
画
』（
以
下
、「
四
・
五
計
画
」）
中
に
も
不

可
能
だ
」
と
一
蹴
し
た）（（
（

。

　

一
方
、
周
恩
来
は
葛
洲
壩
ダ
ム
の
設
計
案
か
ら
三
峡
ダ
ム
が
削
除
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
き
、「
偉
大
な
る
指
導
者
毛
主
席
が

君
た
ち
の
異
な
る
見
解
を
理
解
さ
れ
る
よ
う
に
」
と
し
て
、
推
進
派
と
林
一
山
の
そ
れ
ぞ
れ
に
意
見
を
書
く
よ
う
に
指
示
し
た）（（
（

。

　

そ
し
て
、
周
恩
来
は
会
議
の
終
盤
に
次
の
三
点
を
指
示
し
た
。
第
一
に
、「
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
同
意
し
た
だ
け

で
あ
っ
て
、
一
三
億
元
（
の
予
算
額
）
に
は
同
意
し
て
い
な
い
」
た
め
、
工
事
費
を
節
約
す
る
こ
と）（（
（

。
第
二
に
、
確
実
な
設
計
案
で

こ
と
を
進
め
る
こ
と
。
第
三
に
、
予
測
可
能
な
問
題
を
洗
い
出
し
て
解
決
策
を
検
討
す
る
こ
と
、
で
あ
る
。

　

そ
の
会
議
後
の
二
二
日
に
、
周
恩
来
は
「
長
江
葛
洲
壩
ダ
ム
建
設
に
関
す
る
請
示
報
告
」
の
一
字
一
句
に
目
を
通
し
修
正
し
、

「
中
共
中
央
関
於
興
建
宜
昌
長
江
葛
洲
壩
水
利
枢
紐
工
程
的
批
復
」（
以
下
、「
中
共
中
央
の
葛
洲
壩
工
程
に
つ
い
て
の
回
答
」）
の
起
草

を
主
宰
し
た）（（
（

。

第
四
節　

政
策
決
定
の
最
終
段
階

　

そ
し
て
、
周
恩
来
は
一
二
月
二
四
日
付
け
で
毛
沢
東
に
対
し
て
報
告
書
を
作
成
し
、
葛
洲
壩
ダ
ム
の
政
策
過
程
を
詳
述
し
た
。
そ

れ
に
よ
れ
ば
、
曽
思
玉
が
毛
沢
東
に
三
峡
ダ
ム
建
設
の
要
求
を
断
ら
れ
て
か
ら
、
水
電
部
と
長
弁
と
と
も
に
葛
洲
壩
ダ
ム
を
提
起
し
、

中
央
政
治
局
が
一
一
月
に
原
則
的
に
許
可
し
た
。
ま
た
、
国
務
院
業
務
組
で
は
李
先
念
、
紀
登
奎
と
李
徳
生
と
と
も
に
、
曽
思
玉
、

張
体
学
、
林
一
山
や
水
電
部
の
責
任
者
と
多
数
回
に
わ
た
っ
て
討
議
し
た
結
果
、「
四
・
五
計
画
」
期
間
中
に
葛
洲
壩
ダ
ム
の
建
設
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が
可
能
で
あ
る
と
の
認
識
に
至
っ
た
。

　

し
か
し
、
毛
沢
東
の
判
断
材
料
と
な
る
葛
洲
壩
ダ
ム
の
技
術
問
題
に
つ
い
て
は
、
メ
リ
ッ
ト
の
み
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、

「
葛
洲
壩
ダ
ム
は
高
さ
が
低
く
、
ダ
ム
水
路
式
発
電
（
原
語
：
径
流
発
電
）
を
採
用
し
て
い
る
た
め
、
戦
争
時
の
空
爆
に
よ
る
下
流
の

水
没
危
険
を
避
け
ら
れ
る
（
ダ
ム
が
壊
れ
た
際
に
三
億
か
ら
八
億
立
方
メ
ー
ト
ル
の
水
量
が
増
え
る
だ
け
で
、
宜
昌
か
ら
沙
市
ま
で
の
川
床

が
吸
収
で
き
る
）
の
み
な
ら
ず
、
比
較
的
に
短
時
間
で
水
運
量
と
発
電
量
を
増
や
す
こ
と
が
可
能
で
あ
る
（
水
運
は
単
方
向
だ
け
で
年

間
二
五
〇
〇
万
ト
ン
程
度
に
達
し
、
最
大
発
電
量
（
発
電
装
機
）
は
二
〇
四
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
に
達
し
、
八
〇
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
出
力
を
保
証
す

る
。
五
年
で
竣
工
可
能
で
あ
る
）」。

　

ま
た
、
周
恩
来
は
「
彼
ら
の
提
出
し
た
資
料
と
デ
ー
タ
は
、
一
〇
年
来
の
現
場
で
の
地
質
調
査
、
水
工
試
験
と
歴
史
上
の
水
文
記

録
の
蓄
積
と
分
析
か
ら
得
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
基
本
的
に
は
信
頼
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
施
工
過
程
で
も
入
念
な
修
正
を

加
え
入
念
に
設
計
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
で
き
る
だ
け
二
〇
年
来
の
ダ
ム
建
設
で
生
じ
た
多
く
の
誤
り
か
ら
免
れ
る
よ
う
に

（
指
示
す
る
）」
と
述
べ
、
葛
洲
壩
ダ
ム
の
メ
リ
ッ
ト
と
そ
の
技
術
を
保
証
す
る
背
景
に
つ
い
て
再
度
強
調
し
た
。

　

こ
の
報
告
書
は
、
一
二
月
一
七
日
付
け
で
作
成
さ
れ
た
林
一
山
の
意
見
書
と
二
五
日
付
け
の
回
答
で
あ
る
「
中
共
中
央
葛
洲
壩
工

程
に
つ
い
て
の
回
答
」（
送
審
稿
）
と
と
も
に
毛
沢
東
に
送
ら
れ
た
。

　

林
一
山
の
意
見
書
は
葛
洲
壩
ダ
ム
の
設
計
が
不
十
分
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
改
め
て
三
峡
ダ
ム
の
建
設
を
要
請
す
る
も
の
で

あ
っ
た）（（
（

。
ま
た
、
こ
の
回
答
は
、
葛
洲
壩
ダ
ム
の
建
設
を
求
め
た
武
漢
軍
区
、
湖
北
省
革
命
委
員
会
と
水
電
部
の
み
な
ら
ず
、
関
係

す
る
地
方
政
府
と
中
央
部
門
（
四
川
省
、
湖
南
省
、
河
南
省
の
各
革
委
会
、
国
家
計
画
委
員
会
（
計
委
）、
建
設
委
員
会
（
建
委
）、
交
通
部

と
一
機
部
）
に
対
し
て
も
通
達
さ
れ
た
。

　

そ
の
な
か
で
ま
ず
、「
中
央
は
葛
洲
壩
ダ
ム
建
設
に
関
す
る
報
告
に
同
意
す
る
」
と
し
た
上
で
、
建
設
に
際
し
て
具
体
的
に
次
の

指
示
が
出
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、「
武
漢
軍
区
と
湖
北
省
革
委
会
に
主
宰
を
任
せ
、
水
電
部
、
交
通
部
、
一
機
部
と
長
弁
な
ど
の
関
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係
部
門
が
参
加
し
、
強
力
な
施
工
指
揮
部
を
立
て
、
現
場
で
設
計
を
行
い
今
年
中
に
設
計
方
案
を
国
家
建
委
に
提
出
し
審
査
を
受
け

決
定
す
る
。
時
間
を
節
約
す
る
た
め
、
た
だ
ち
に
施
工
の
準
備
に
着
手
し
て
よ
い
。
力
を
集
中
し
て
難
所
を
切
り
抜
く
た
め
に
清
江

隔
河
岩
ダ
ム
の
建
設
を
停
止
し
、
配
分
さ
れ
た
今
年
の
資
金
を
葛
洲
壩
ダ
ム
に
転
用
す
る
」。

　

他
方
、
こ
の
回
答
に
は
、
約
二
年
後
に
葛
洲
壩
ダ
ム
の
停
止
を
も
た
ら
し
た
長
江
の
水
運
問
題
に
関
す
る
懸
念
あ
る
い
は
注
意
喚

起
の
文
言
は
な
か
っ
た
。
ま
た
、「
今
年
中
に
」
設
計
案
の
提
出
と
建
委
の
審
査
と
決
定
を
指
示
し
て
い
る
が
、
回
答
が
出
さ
れ
た

一
二
月
二
五
日
か
ら
は
一
週
間
の
時
間
も
残
っ
て
お
ら
ず
、
政
策
が
拙
速
に
決
め
ら
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

　

こ
の
回
答
は
、
毛
沢
東
を
称
え
る
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
ち
り
ば
め
ら
れ
、
文
革
と
い
う
時
代
の
雰
囲
気
が
色
濃
く
残
る
文
面
と
な
っ
て

い
る
。
そ
れ
以
上
に
、
中
央
政
治
局
が
原
則
的
に
許
可
し
た
こ
と
に
加
え
、
周
恩
来
自
身
が
起
草
を
主
宰
し
た
こ
の
回
答
の
具
体
的

な
指
示
を
鑑
み
れ
ば
、
毛
沢
東
に
は
否
定
的
な
見
解
を
述
べ
る
余
地
は
存
在
し
え
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　

前
述
し
た
よ
う
に
、
毛
沢
東
は
自
ら
の
誕
生
日
に
あ
た
る
一
二
月
二
六
日
に
き
わ
め
て
曖
昧
な
文
言
で
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
同

意
し
た
。
翌
日
、
毛
沢
東
の
指
示
は
、「
中
共
中
央
の
葛
洲
壩
工
程
に
つ
い
て
の
回
答
」、
周
恩
来
の
毛
沢
東
宛
の
報
告
書
、「
長
江

葛
洲
壩
ダ
ム
建
設
に
関
す
る
請
示
報
告
」
と
付
録
「
長
江
葛
洲
壩
水
電
工
程
説
明
」
と
と
も
に
、
中
共
中
央
の
「
中
発
〔
一
九
七

〇
〕
七
八
号
文
件
」
の
形
で
関
連
す
る
前
述
の
地
方
政
府
と
中
央
部
門
に
通
達
さ
れ
た）（（
（

。
そ
れ
を
受
け
て
葛
洲
壩
ダ
ム
は
同
月
三
〇

日
に
着
工
さ
れ
た
。

お
わ
り
に

　

葛
洲
壩
ダ
ム
は
三
峡
ダ
ム
の
補
完
ダ
ム
と
し
て
考
案
さ
れ
た
が
、
湖
北
省
で
の
電
力
不
足
解
消
の
た
め
に
、
造
反
派
の
率
い
る
長

弁
革
委
会
が
顧
建
棠
、
邱
忠
恩
ら
を
中
心
に
六
八
年
三
月
、
建
設
を
水
電
部
に
要
請
し
た
。
周
恩
来
に
婉
曲
に
断
ら
れ
る
も
、
彼
ら
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は
毛
沢
東
の
三
峡
視
察
に
ち
な
ん
で
葛
洲
壩
ダ
ム
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
「
三
三
〇
工
程
」
と
名
付
け
て
研
究
を
つ
づ
け
た
。

　

翌
年
一
〇
月
ま
で
に
毛
沢
東
は
二
度
に
わ
た
っ
て
安
全
保
障
を
理
由
に
、
武
漢
軍
区
と
湖
北
省
の
三
峡
ダ
ム
建
設
の
要
請
を
拒
否

し
た
。
そ
れ
を
受
け
て
、
彼
ら
は
長
弁
の
邱
忠
恩
の
助
言
を
受
け
入
れ
、
代
わ
り
に
葛
洲
壩
ダ
ム
を
提
起
し
毛
沢
東
の
了
解
を
得
た

と
こ
ろ
か
ら
政
策
過
程
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　

本
稿
で
得
ら
れ
た
結
論
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　

第
一
に
、
文
革
の
混
乱
の
な
か
で
臨
時
に
組
織
さ
れ
た
国
務
院
業
務
組
は
、
葛
洲
壩
ダ
ム
の
政
策
過
程
を
主
導
し
決
定
に
重
要
な

役
割
を
果
た
し
た
。
業
務
組
構
成
員
の
な
か
で
も
、
組
長
周
恩
来
と
副
組
長
李
先
念
、
紀
登
奎
、
水
電
担
当
の
李
徳
生
、
余
秋
里
が

キ
ー
ア
ク
タ
ー
で
あ
っ
た
。

　

六
九
年
四
月
か
ら
葛
洲
壩
ダ
ム
を
推
進
す
る
武
漢
軍
区
と
湖
北
省
革
委
会
、
長
弁
と
水
電
部
が
一
丸
と
な
っ
て
、
業
務
組
と
の
接

触
を
重
ね
内
定
を
と
り
つ
け
、
八
月
二
〇
日
に
正
式
に
葛
洲
壩
ダ
ム
の
要
請
を
提
出
し
た
。
こ
の
要
請
は
、
一
〇
月
三
〇
日
に
周
恩

来
主
宰
の
業
務
組
会
議
で
許
可
さ
れ
、
一
一
月
の
中
央
政
治
局
で
「
原
則
同
意
」
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
翌
月
一
一
日
と
一
六
日
に
開

か
れ
た
業
務
組
会
議
に
お
い
て
葛
洲
壩
ダ
ム
の
技
術
問
題
に
つ
い
て
の
審
査
が
行
わ
れ
た
が
、
李
先
念
も
周
恩
来
も
の
ち
の
工
事
の

中
止
に
つ
な
が
る
設
計
上
の
問
題
に
つ
い
て
議
論
を
踏
み
込
ま
せ
ず
、
二
二
日
に
周
恩
来
が
関
連
書
類
の
作
成
を
主
宰
し
、
二
四
日

に
経
緯
を
説
明
す
る
報
告
書
を
自
ら
起
草
し
て
毛
沢
東
に
提
出
し
た
。
政
策
が
拙
速
に
進
め
ら
れ
た
過
程
の
な
か
で
、
周
恩
来
自
身

も
認
め
た
よ
う
に
、
葛
洲
壩
ダ
ム
を
積
極
的
に
推
進
し
た
曽
思
玉
や
張
体
学
に
仕
切
ら
れ
、
押
さ
れ
気
味
で
あ
っ
た）（（
（

。

　

第
二
に
、
毛
沢
東
の
関
与
は
政
策
の
始
め
と
終
わ
り
の
み
で
あ
っ
た
。
周
恩
来
や
李
先
念
が
率
い
る
業
務
組
は
武
漢
軍
区
と
湖
北

省
革
委
会
の
要
請
を
受
け
入
れ
、
す
で
に
葛
洲
壩
ダ
ム
の
政
策
を
進
め
、
中
央
政
治
局
に
お
い
て
も
原
則
的
に
同
意
が
出
さ
れ
た
状

況
の
な
か
で
、
毛
沢
東
は
黙
認
以
外
の
選
択
肢
を
持
た
な
か
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
彼
に
は
き
わ
め
て
曖
昧
な
文

面
で
の
意
思
表
示
し
か
叶
わ
な
か
っ
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
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同
時
に
、
推
進
派
は
毛
沢
東
の
誕
生
日
で
あ
る
一
二
月
二
六
日
に
合
わ
せ
て
の
着
工
を
同
月
一
一
日
の
業
務
組
会
議
で
表
明
し
た
。

そ
の
直
後
の
一
六
日
、
二
二
日
、
二
四
日
と
立
て
続
け
に
周
恩
来
主
宰
の
会
議
の
開
催
と
報
告
書
の
作
成
が
進
め
ら
れ
た
一
連
の
動

き
を
考
え
る
と
、
周
恩
来
が
推
進
派
の
要
求
を
受
け
入
れ
、
二
六
日
に
着
工
で
き
る
よ
う
に
図
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
し
か
し
、
毛

沢
東
は
二
六
日
に
な
っ
て
許
可
の
文
面
を
作
成
し
た
。
そ
れ
は
彼
の
さ
さ
や
か
な
抵
抗
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

一
方
、
推
進
派
が
す
で
に
中
央
政
治
局
の
原
則
許
可
を
得
て
い
な
が
ら
毛
沢
東
の
許
可
を
必
要
と
し
た
背
景
に
は
、
そ
の
権
威
の

利
用
と
い
う
思
惑
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

第
三
に
、
三
峡
ダ
ム
計
画
と
の
関
連
性
で
あ
る
。
葛
洲
壩
ダ
ム
は
、
六
九
年
一
〇
月
に
曽
思
玉
と
張
体
学
が
毛
沢
東
に
要
請
し
受

け
入
れ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
政
策
が
動
き
だ
し
た
。
こ
の
よ
う
な
形
で
政
策
が
ス
タ
ー
ト
す
る
構
造
は
、
三
峡
ダ
ム
の
政
策
過
程
に
お

い
て
も
み
ら
れ
た
。
と
い
う
の
も
、
三
峡
ダ
ム
計
画
は
五
三
年
に
林
一
山
が
毛
沢
東
か
ら
の
示
唆
を
う
け
て
動
き
出
し
た）（（
（

。
こ
の
よ

う
な
政
策
の
始
ま
り
方
に
つ
い
て
、
毛
沢
東
の
意
向
を
伝
え
た
の
は
常
に
政
策
の
推
進
派
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
意
向
の
信
憑
性

に
は
い
さ
さ
か
の
疑
念
が
残
る
も
の
の
、
そ
れ
も
大
型
ダ
ム
建
設
を
め
ぐ
る
政
策
過
程
の
一
つ
の
特
徴
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　

ま
た
、
周
恩
来
は
葛
洲
壩
ダ
ム
の
設
計
案
か
ら
三
峡
ダ
ム
が
削
除
さ
れ
た
こ
と
に
気
付
き
、
林
一
山
に
意
見
を
書
く
よ
う
に
指
示

し
た
が
、「
君
の
頭
か
ら
は
完
全
に
戦
争
の
観
念
が
抜
け
落
ち
て
い
る
」
と
指
摘
し
、「
三
峡
ダ
ム
は
子
孫
の
世
代
の
話
、
二
一
世
紀

の
話
だ
」
と
明
言
し
た
よ
う
に
、
三
峡
ダ
ム
の
実
現
に
は
必
ず
し
も
積
極
的
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
よ
う
。

　

そ
し
て
最
後
に
、
文
革
に
お
け
る
軍
と
造
反
派
は
、
政
治
領
域
の
み
な
ら
ず
、
国
家
建
設
の
場
に
お
い
て
も
活
躍
し
た
、
そ
の
片

鱗
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
本
稿
は
葛
洲
壩
ダ
ム
の
決
定
過
程
に
お
け
る
武
漢
軍
区
の
強
い
影
響
力
を
示
唆
し
た
が
、
政
治
運

動
が
鎮
静
化
し
た
七
〇
年
代
前
半
に
お
け
る
軍
の
国
家
建
設
へ
の
関
与
に
つ
い
て
の
構
造
的
な
分
析
が
必
要
で
あ
り
、
今
後
の
課
題

と
し
た
い
。
ま
た
、
造
反
派
の
役
割
に
関
し
て
資
料
の
許
す
限
り
触
れ
た
が
、
否
定
的
な
評
価
あ
る
い
は
抹
殺
さ
れ
が
ち
な
造
反
派

の
関
与
に
つ
い
て
も
今
後
の
研
究
が
ま
た
れ
る
。
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政
治
動
乱
期
に
も
か
か
わ
ら
ず
こ
の
よ
う
な
大
規
模
な
イ
ン
フ
ラ
投
資
が
な
さ
れ
た
背
景
に
、
政
治
運
動
と
し
て
の
文
革
が
こ
の

時
期
に
鎮
静
化
し
た
こ
と
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
本
稿
で
の
考
察
は
文
革
の
終
了
時
期
を
め
ぐ
る
解
釈
や
定
義
の
議
論
に
一
石
を

投
じ
る
こ
と
が
で
き
よ
う）（（
（

。

　

葛
洲
壩
ダ
ム
は
着
工
二
年
後
に
中
止
さ
れ
た
が
、
事
後
処
理
を
迫
ら
れ
た
周
恩
来
が
林
一
山
を
説
得
し
そ
の
再
建
を
委
ね
た
。
三

峡
ダ
ム
推
進
派
で
あ
る
林
一
山
は
、「
葛
洲
壩
工
程
委
員
会
」
を
率
い
て
工
事
を
軌
道
に
乗
せ
た
の
を
契
機
に
、
六
〇
年
頃
か
ら
停

滞
し
て
い
た
三
峡
ダ
ム
計
画
を
再
び
議
論
の
俎
上
に
乗
せ
、
中
央
に
政
策
決
定
を
促
し
た）（（
（

。
葛
洲
壩
ダ
ム
の
再
設
計
と
再
建
の
政
策

過
程
に
内
包
し
た
三
峡
ダ
ム
計
画
の
「
起
死
回
生
」
の
要
因
に
つ
い
て
別
稿
に
ゆ
ず
る
。

〈
付
記
〉　

本
研
究
は
、
平
成
三
〇
年
度
慶
應
義
塾
学
事
振
興
資
金
の
援
助
を
受
け
た
。
こ
こ
に
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

（
1
）　

中
華
人
民
共
和
国
電
力
工
業
史
叢
書
『
中
国
水
力
発
電
史
（
一
九
〇
四
年
～
二
〇
〇
〇
年
）』
第
一
冊
（
第
一
稿
）、
一
八
七
頁
、
中

国
電
力
出
版
社
、
二
〇
〇
五
年
。

（
2
）　

陳
可
雄
「
葛
洲
壩
工
程
的
決
策
内
幕
」『
中
国
作
家
』
四
六
～
五
五
、
一
六
九
頁
、
一
九
九
二
年
第
六
期
。
葛
洲
壩
ダ
ム
の
決
定
と

中
共
党
内
の
権
力
闘
争
と
の
関
連
性
に
つ
い
て
は
、
資
料
の
不
足
に
よ
り
検
証
困
難
で
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
ま
た
、「
毛
沢
東

は
、
張
体
学
が
現
場
で
工
事
を
開
始
し
た
こ
と
を
周
恩
来
の
書
簡
で
知
っ
た
た
め
同
意
し
た
」
と
の
見
解
も
あ
る
が
、
そ
も
そ
も
周
恩
来

の
書
簡
に
は
張
体
学
の
動
き
に
つ
い
て
の
言
及
は
な
い
。
張
立
先
「
周
恩
来
と
葛
洲
壩
工
程
」、『
中
国
三
峡
建
設
』
二
〇
〇
二
年
一
月
号
。

　
　

周
恩
来
の
書
簡
は
、
毛
沢
東
と
林
彪
宛
に
七
〇
年
一
二
月
二
四
日
付
け
で
書
か
れ
、
葛
洲
壩
ダ
ム
の
関
連
資
料
と
と
も
に
提
出
さ
れ
た

一
種
の
報
告
書
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
周
恩
来
が
、「
中
央
討
論
文
件
」
と
し
て
出
さ
れ
た
「
中
共
中
央
関
於
興
建
宜
昌
長
江
葛
洲
壩

水
利
枢
紐
工
程
的
批
復
（
送
審
稿
）」
の
余
白
に
自
筆
で
書
い
た
も
の
で
あ
る
。
筱
蕾
「
党
和
国
家
領
導
人
関
心
葛
洲
壩
水
利
枢
紐
工
程

建
設
」『
党
史
博
覧
』
二
〇
一
四
年
六
月
号
。

　
　

ま
た
は
、「
興
建
葛
洲
壩
水
利
工
程
是
可
行
的
―
致
毛
沢
東
、
林
彪
（
七
〇
年
一
二
月
二
四
日
）」『
周
恩
来
書
信
選
集
』
六
〇
七
頁
、
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中
央
文
献
出
版
社
、
一
九
八
八
年
。「
周
総
理
給
毛
主
席
的
報
告
」
Ｕ
Ｃ
Ｌ
Ａ
中
文
出
版
物
服
務
中
心
編
『
中
共
重
要
歴
史
文
献
資
料
滙

編
』
第
三
二
輯
、『
改
革
与
建
設
問
題
選
輯
』
第
一
分
冊
『
中
央
領
導
同
志
対
葛
洲
壩
工
程
指
示
批
示
文
件
滙
編
（
中
共
水
電
部
長
江
葛

洲
壩
工
程
局
委
員
会
弁
公
室
一
九
八
二
年
一
二
月
）』
二
頁
、
米
国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
校
東
ア
ジ
ア
図
書
館
所
蔵
、

二
〇
一
〇
年
（
以
下
、『
Ｕ
Ｃ
Ｌ
Ａ
葛
洲
壩
工
程
文
献
滙
編
』）。

　
　

周
恩
来
の
肉
筆
に
は
表
題
が
な
い
た
め
、
上
記
二
つ
の
資
料
の
表
題
は
編
集
者
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
後
者
の
資
料
で
は
「
林

彪
」
の
名
が
消
え
、「
主
席
」
宛
て
に
な
っ
て
い
る
。

（
（
）　
「
偉
人
設
計
夢
想
、
天
才
営
造
輝
煌
―
本
刊
『
長
江
三
峡
：
中
国
的
史
詩
』、『
葛
洲
壩
工
程
的
決
策
内
幕
』
座
談
紀
実
」『
中
国
作

家
』
二
二
一
頁
、
一
九
九
三
年
第
三
期
。

（
（
）　

中
共
中
央
文
献
研
究
室
編
『
毛
沢
東
年
譜
（
四
九
～
七
六
年
）』
第
六
巻
、
三
六
三
頁
、
中
央
文
献
出
版
社
、
二
〇
一
三
年
。

（
（
）　
『
李
先
念
伝
』
編
写
組
編
『
李
先
念
伝
（
四
九
～
九
二
年
）』
下
巻
、
七
一
六
、
一
〇
〇
七
頁
、
中
央
文
献
出
版
社
、
二
〇
〇
九
年
。

ま
た
は
、
朱
玉
、
程
振
声
「
李
先
念
与
三
峡
工
程
」
高
永
中
主
編
『
中
国
共
産
党
口
述
史
料
叢
書
』
第
六
巻
（
上
）、
四
二
八
頁
、
中
共

党
史
出
版
社
、
二
〇
一
三
年
。

　
　

下
記
の
年
譜
資
料
で
は
客
観
的
な
記
述
が
な
さ
れ
て
い
る
。
中
共
中
央
文
献
研
究
室
編
『
周
恩
来
年
譜
（
四
九
年
～
七
六
年
）』
下
巻
、

四
二
〇
～
四
二
一
頁
、
中
央
文
献
出
版
社
、
一
九
九
七
年
。『
李
先
念
伝
』
編
写
組
と
鄂
豫
辺
区
革
命
史
編
輯
部
編
写
『
李
先
念
年
譜
』

第
五
巻
、
九
六
頁
、
中
央
文
献
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
。

（
6
）　

同
右
、「
李
先
念
与
三
峡
工
程
」『
中
国
共
産
党
口
述
史
料
叢
書
』
第
六
巻
（
上
）、
四
三
二
頁
。
こ
の
発
言
は
出
典
が
示
さ
れ
て
お

ら
ず
、
ま
た
既
刊
の
李
先
念
に
関
す
る
年
譜
や
伝
記
な
ど
の
公
式
文
献
に
も
登
場
し
て
い
な
い
が
、
ク
ォ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
マ
ー
ク
が
使
用

さ
れ
て
い
る
。
李
先
念
の
秘
書
を
七
九
年
九
月
か
ら
八
九
年
三
月
ま
で
約
一
〇
年
勤
め
た
程
振
声
が
、
実
際
に
な
ん
ら
か
の
形
で
本
人
か

ら
聞
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
公
式
文
献
に
は
ふ
さ
わ
し
い
内
容
と
は
言
い
難
い
た
め
、
晩
年
の
口
述
に
登
場
さ
せ
た
と
思
わ
れ
る
。

（
（
）　
「
国
務
院
業
務
組
」（「
国
務
院
業
務
小
組
」）
に
つ
い
て
は
、『
李
先
念
年
譜
』
や
『
李
先
念
伝
』
な
ど
の
資
料
に
も
散
見
さ
れ
る
が
、

そ
の
成
立
過
程
や
変
遷
に
関
し
て
は
次
の
二
つ
の
論
文
が
詳
し
い
。
程
振
声
（
李
先
念
の
元
秘
書
、『
李
先
念
伝
』
編
写
組
責
任
者
）「
関

於
『
文
革
』
中
国
務
院
業
務
組
的
若
干
情
況
」『
党
的
文
献
』
二
〇
〇
二
年
第
三
期
。
水
新
営
「『
文
革
』
中
的
国
務
院
業
務
組
」『
党
史

博
覧
』
二
〇
一
六
年
第
七
期
。
程
振
声
論
文
と
内
容
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
が
、
程
論
文
で
は
言
及
の
な
い
史
実
に
つ
い
て
も
記
述
が
あ
る
。
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本
稿
で
は
業
務
組
の
成
立
過
程
と
変
遷
に
つ
い
て
こ
の
二
つ
の
論
文
か
ら
引
用
す
る
。

（
8
）　

葛
洲
壩
ダ
ム
の
決
定
過
程
に
つ
い
て
、
湖
北
省
の
立
場
か
ら
分
析
し
中
央
と
地
方
の
関
係
を
考
察
し
た
論
考
が
あ
る
。
拙
稿
、「
中

国
に
お
け
る
公
共
政
策
の
決
定
過
程
―
葛
洲
壩
ダ
ム
建
設
の
決
定
を
事
例
と
し
て
」
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
内
『
法
学
政
治

学
論
究
』
刊
行
会
編
『
法
学
政
治
学
論
究
』
第
三
八
号
、
一
九
九
八
年
秋
季
号
。

（
9
）　

拙
稿
、「
中
国
三
峡
ダ
ム
計
画
の
登
場
―
毛
沢
東
の
示
唆
と
林
一
山
の
役
割
」
慶
應
義
塾
大
学
法
学
研
究
会
編
『
法
学
研
究
』
第
八

九
巻
九
号
、
二
〇
一
六
年
九
月
。
ま
た
は
、
長
江
水
利
委
員
会
編
『
三
峡
工
程
技
術
研
究
概
論
』
三
一
頁
、
湖
北
科
学
技
術
出
版
社
、
一

九
九
七
年
。

（
10
）　

葛
洲
壩
ダ
ム
が
三
峡
ダ
ム
の
補
完
ダ
ム
と
し
て
提
起
さ
れ
た
の
は
五
九
年
と
す
る
記
述
が
あ
る
が
、
五
四
年
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

『
中
国
三
峡
建
設
年
鑑
一
九
九
四
』
二
六
四
頁
、
中
国
三
峡
出
版
社
、
一
九
九
五
年
。
魏
廷
琤
「
葛
洲
壩
十
年
」『
中
国
共
産
党
口
述
史
料

叢
書
』
第
二
巻
、
九
二
～
九
三
頁
、
二
〇
一
三
年
。

（
11
）　

顧
建
棠
自
身
に
よ
る
と
、
彼
は
長
弁
革
委
会
が
六
七
年
一
二
月
二
〇
日
に
成
立
し
た
際
に
、
造
反
派
の
代
表
と
し
て
、
副
主
任
に
な

り
、
翌
年
一
月
に
周
恩
来
の
指
名
に
よ
り
湖
北
省
革
委
会
の
常
務
委
員
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
文
革
終
了
後
に
投
獄
さ
れ
八
〇
年
代
初
め

に
出
獄
し
た
後
も
社
会
の
周
縁
に
追
い
や
ら
れ
た
ま
ま
で
あ
っ
た
。

　
　
『
長
江
水
利
委
員
会
大
事
記
（
四
九
～
八
三
年
）』
シ
リ
ー
ズ
で
は
、
造
反
派
が
主
導
し
た
文
革
時
期
の
業
務
に
関
す
る
記
述
は
な
く
、

顧
建
棠
の
名
前
も
な
い
。
他
方
、
水
利
部
の
公
式
文
献
で
は
、
顧
建
棠
が
「
六
七
年
一
二
月
～
七
〇
年
一
二
月
ま
で
、
大
衆
の
代
表
」
と

し
て
「
長
弁
革
委
会
副
主
任
」
の
職
務
に
あ
っ
た
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。
中
華
人
民
共
和
国
水
利
部
弁
公
庁
編
『
新
中
国
水
利
（
水
電
）

系
統
組
織
沿
革
（
四
九
～
二
〇
〇
〇
年
）』
八
一
頁
、
中
国
水
利
水
電
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年
。

　
　

長
弁
造
反
派
と
葛
洲
壩
ダ
ム
の
関
係
に
つ
い
て
触
れ
る
資
料
は
皆
無
と
い
っ
て
よ
い
が
、
裏
付
け
と
な
る
証
拠
が
あ
る
。
本
文
で
も
言

及
す
る
が
、
林
一
山
が
七
〇
年
一
二
月
一
七
日
に
中
央
に
提
出
し
た
報
告
書
の
な
か
で
、
葛
洲
壩
ダ
ム
建
設
を
求
め
る
動
き
が
「
近
年
」

あ
っ
た
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
武
漢
軍
区
と
湖
北
省
の
葛
洲
壩
ダ
ム
建
設
を
求
め
る
動
き
は
、
林
一
山
の
執
筆
時
よ
り
約
半
年
前
の
春
以

降
に
本
格
化
し
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
彼
の
記
述
は
そ
れ
よ
り
以
前
に
あ
っ
た
長
弁
革
委
会
の
動
き
を
念
頭
に
お
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、

顧
建
棠
の
著
述
に
一
定
の
信
憑
性
が
あ
る
と
判
断
で
き
よ
う
。「
附
：
林
一
山
写
給
周
総
理
的
信
（
七
〇
年
一
二
月
一
七
日
）」
楊
世
華
主

編
『
林
一
山
治
水
文
選
』
三
九
一
～
三
九
四
頁
、
新
華
出
版
社
、
一
九
九
二
年
。



2（

法学研究 91 巻 6 号（2018：6）

（
12
）　

顧
建
棠
著
『
生
逢
其
時
―
文
化
大
革
命
親
歴
記
』
第
五
六
節
「
抓
革
命
促
生
産
初
見
成
効
」「
六
〇
年
代
」
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://60nd.org/Index.asp

、
二
〇
一
五
年
一
月
一
一
日
ア
ク
セ
ス
。

（
1（
）　

原
文
は
「
銭
正
英
水
電
部
長
」
と
し
て
い
る
が
、「
元
水
電
副
部
長
」
が
正
し
い
。
と
い
う
の
も
、
銭
正
英
は
「
水
電
部
長
」
に

な
っ
た
の
は
七
五
年
一
月
で
あ
っ
た
こ
と
に
加
え
、
水
電
部
は
文
革
中
の
六
七
年
七
月
か
ら
軍
事
管
制
下
に
お
か
れ
、
元
の
機
構
が
廃
止

さ
れ
た
が
、
七
〇
年
六
月
に
水
電
部
核
心
小
組
の
成
立
と
と
も
に
、
銭
正
英
が
副
組
長
に
な
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
葛
洲
壩
ダ
ム
の
決
定

過
程
に
か
か
わ
っ
た
時
期
の
銭
正
英
の
職
位
は
、
水
電
部
副
部
長
（
六
七
年
七
月
ま
で
）、
水
電
部
核
心
小
組
副
組
長
（
七
〇
年
六
月
か

ら
七
五
年
一
月
）
で
あ
っ
た
が
、
文
革
初
期
に
権
力
の
周
辺
に
追
い
や
ら
れ
た
た
め
、
六
七
年
七
月
か
ら
七
〇
年
六
月
ま
で
の
職
位
は
不

明
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
時
期
、
銭
正
英
は
職
位
が
な
か
っ
た
も
の
の
、
水
電
部
に
留
ま
り
一
定
の
職
責
を
担
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

前
掲
、『
新
中
国
水
利
（
水
電
）
系
統
組
織
沿
革
（
四
九
～
二
〇
〇
〇
年
）』
一
六
～
一
八
頁
。

（
1（
）　

前
掲
、『
生
逢
其
時
―
文
化
大
革
命
親
歴
記
』
第
五
七
節
「
毛
主
席
賛
成
長
江
第
一
壩
」。

（
1（
）　

同
右
、『
生
逢
其
時
―
文
化
大
革
命
親
歴
記
』
第
五
八
節
「
慶
主
席
視
察
三
峡
十
周
年
」。
し
か
し
、
周
恩
来
は
業
務
組
会
議
で
「
な

ぜ
三
三
〇
な
の
か
？
」
と
尋
ね
て
お
り
、
彼
が
直
接
そ
れ
を
批
准
し
た
か
は
定
か
で
な
い
。

　
　

入
手
が
叶
っ
た
資
料
で
は
、「
三
三
〇
」
の
初
出
が
「
六
八
年
四
月
二
二
日
」
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
こ
の
時
期
に
長
弁
に
お
い

て
「
三
三
〇
」
と
い
う
名
称
を
め
ぐ
る
動
き
が
あ
っ
た
こ
と
は
確
実
で
あ
ろ
う
。「
周
総
理
聴
取
葛
洲
壩
工
程
設
計
滙
報
時
的
指
示
（
七

〇
年
一
二
月
一
六
日
）」
前
掲
、『
Ｕ
Ｃ
Ｌ
Ａ
葛
洲
壩
工
程
文
献
滙
編
』
三
七
頁
。『
長
委
会
大
事
記
』
編
者
組
『
長
江
水
利
委
員
会
大
事

記
（
四
九
～
八
三
年
）』（
内
部
資
料
）「
政
工
・
行
政
類
」
一
六
四
頁
、
長
委
印
刷
厰
、
一
九
九
〇
年
。

（
16
）　

張
体
学
は
毛
沢
東
の
三
峡
ダ
ム
下
り
を
記
念
し
て
、
葛
洲
壩
工
程
を
「
三
三
〇
」
工
程
と
定
め
た
と
、
七
〇
年
に
折
に
ふ
れ
て
述
べ

て
い
る
。
傅
長
徳
「
葛
洲
壩
工
程
的
決
策
与
興
建
」『
従
横
』
二
〇
〇
二
年
八
月
号
。
ま
た
は
、
傅
長
徳
「
興
建
葛
洲
壩
工
程
的
決
策
内

幕
」『
宜
昌
日
報
』
二
〇
〇
五
年
九
月
二
五
日
。
呉
華
「
張
体
学
与
葛
洲
壩
」『
档
案
記
憶
』
二
〇
一
六
年
五
月
。

　
　

湖
北
省
が
中
央
に
提
出
し
た
報
告
書
「
長
江
葛
洲
壩
水
電
工
程
説
明
（
七
〇
年
一
二
月
一
八
日
）」
に
「
わ
れ
わ
れ
の
建
議
」
と
し
て
、

「
長
江
葛
洲
壩
工
程
（
コ
ー
ド
番
号
三
三
〇
）
指
揮
部
を
構
成
す
る
」
と
の
記
述
が
あ
る
。
前
掲
、『
Ｕ
Ｃ
Ｌ
Ａ
葛
洲
壩
工
程
文
献
滙
編
』

三
三
五
頁
。

（
1（
）　

長
江
水
利
委
員
会
档
案
館
編
『
長
江
水
利
委
員
会
大
事
記
（
四
九
～
八
三
年
）』（
内
部
資
料
）「
生
産
技
術
類
」
第
三
冊
、
二
五
頁
、
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武
漢
長
江
印
刷
公
司
、
一
九
九
三
年
。

（
18
）　

要
請
が
同
年
六
月
と
一
〇
月
の
二
回
あ
っ
た
と
す
る
記
述
も
あ
る
。
曽
思
玉
「
我
的
緬
懐
」
中
共
湖
北
省
委
党
史
資
料
徴
編
委
員
会

編
『
毛
沢
東
在
湖
北
』
四
四
～
四
五
頁
、
中
共
党
史
出
版
社
、
一
九
九
三
年
。
ま
た
、「
銭
正
英
が
六
月
に
毛
沢
東
の
湖
北
省
視
察
時
に

指
示
し
た
と
長
弁
に
伝
達
し
た
」
と
の
記
述
が
あ
る
。
同
右
、『
長
江
水
利
委
員
会
大
事
記
（
四
九
～
八
三
年
）』「
生
産
技
術
類
」
第
三

冊
、
二
七
頁
。

　
　
「
長
江
葛
洲
壩
ダ
ム
建
設
に
関
す
る
請
示
報
告
」
と
周
恩
来
の
七
〇
年
一
二
月
二
四
日
の
報
告
書
は
正
式
文
献
で
あ
る
こ
と
に
加
え
、

作
成
さ
れ
た
時
期
を
考
え
る
と
、
要
請
は
五
月
と
一
〇
月
の
二
回
、
な
い
し
一
〇
月
の
一
回
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、『
毛

沢
東
年
譜
』
に
は
、
五
月
三
一
日
に
武
漢
に
到
着
し
た
毛
沢
東
と
曽
思
玉
ら
の
接
触
に
つ
い
て
言
及
が
な
い
。
同
書
は
、
六
月
二
六
日
に

毛
沢
東
が
武
漢
か
ら
長
沙
に
出
発
す
る
専
用
列
車
で
、
湖
北
省
革
委
会
と
武
漢
軍
区
の
責
任
者
曽
思
玉
、
劉
豊
、
張
体
学
、
方
銘
の
報
告

を
受
け
た
と
す
る
一
方
で
、
一
〇
月
一
五
日
に
毛
沢
東
が
武
昌
駅
に
到
着
し
た
専
用
列
車
で
曽
思
玉
、
劉
豊
に
会
っ
た
際
の
話
題
と
し
て

湖
北
省
の
油
田
や
鉄
道
建
設
に
触
れ
る
の
み
で
、
三
峡
ダ
ム
に
つ
い
て
の
言
及
は
み
ら
れ
な
い
。
前
掲
、『
毛
沢
東
年
譜
』
第
六
巻
、
二

五
四
、
二
五
六
、
二
七
一
頁
。

（
19
）　

同
右
、「
我
的
緬
懐
」『
毛
沢
東
在
湖
北
』
四
四
～
四
八
頁
。

（
20
）　
「
国
務
院
業
務
組
負
責
同
志
聴
取
葛
洲
壩
工
程
設
計
滙
報
時
的
指
示
（
七
〇
年
一
二
月
一
一
日
）」
前
掲
、『
Ｕ
Ｃ
Ｌ
Ａ
葛
洲
壩
工
程

文
献
滙
編
』
二
〇
頁
。「
長
弁
の
あ
る
青
年
が
葛
洲
壩
ダ
ム
を
提
案
し
た
」
と
す
る
記
述
も
あ
る
が
、
邱
忠
恩
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
曹

応
旺
著
『
周
恩
来
与
治
水
』
五
〇
頁
、
中
央
文
献
出
版
社
、
一
九
九
一
年
。

（
21
）　

そ
れ
が
「
六
九
年
一
〇
月
」
で
あ
っ
た
と
す
る
記
述
が
あ
る
。
前
掲
、『
中
国
水
力
発
電
史
（
一
九
〇
四
年
～
二
〇
〇
〇
年
）』
第
一

冊
（
第
一
稿
）、
一
八
六
頁
。

（
22
）　

前
掲
、「
我
的
緬
懐
」『
毛
沢
東
在
湖
北
』
四
五
頁
。
ま
た
は
、
前
掲
、「
葛
洲
壩
工
程
的
決
策
内
幕
」『
中
国
作
家
』
四
七
頁
。

（
2（
）　

前
掲
、
傅
長
徳
「
葛
洲
壩
工
程
的
決
策
与
興
建
」、「
興
建
葛
洲
壩
工
程
的
決
策
内
幕
」。

（
2（
）　

張
文
碧
は
人
民
解
放
軍
か
ら
水
電
部
に
派
遣
さ
れ
、
軍
管
会
と
革
委
会
の
主
任
（
七
〇
年
一
月
～
七
四
年
一
〇
月
）
と
水
電
部
核
心

小
組
組
長
（
七
〇
年
六
月
～
七
四
年
一
二
月
）
を
兼
任
し
、
葛
洲
壩
ダ
ム
の
政
策
過
程
に
か
か
わ
っ
た
。
そ
の
前
任
陳
徳
三
（
六
七
年
七

月
よ
り
）
も
軍
か
ら
の
派
遣
で
あ
っ
た
。
前
掲
、『
新
中
国
水
利
（
水
電
）
系
統
組
織
沿
革
（
四
九
～
二
〇
〇
〇
年
）』
一
八
頁
。
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（
2（
）　

前
掲
、
傅
長
徳
「
葛
洲
壩
工
程
的
決
策
与
興
建
」、「
興
建
葛
洲
壩
工
程
的
決
策
内
幕
」。

（
26
）　

前
掲
、「
李
先
念
与
三
峡
工
程
」
四
二
七
頁
。

（
2（
）　

前
掲
、「
我
的
緬
懐
」『
毛
沢
東
在
湖
北
』
四
六
頁
。

（
28
）　

同
右
、「
我
的
緬
懐
」『
毛
沢
東
在
湖
北
』
四
六
頁
。
ア
プ
ロ
ー
チ
は
「
七
〇
年
九
月
」
と
す
る
記
述
も
あ
る
。
前
掲
、『
周
恩
来
与

治
水
』
五
〇
頁
。

（
29
）　
「
中
央
領
導
同
志
聴
取
葛
洲
壩
工
程
滙
報
時
的
指
示
（
七
一
年
六
月
二
三
日
）」、「
中
央
領
導
同
志
聴
取
葛
洲
壩
工
程
滙
報
時
的
三
次

指
示
（
七
二
年
一
一
月
八
、
九
、
二
一
日
）」、
前
掲
、『
Ｕ
Ｃ
Ｌ
Ａ
葛
洲
壩
工
程
文
献
滙
編
』
八
五
、
一
一
六
頁
。

（
（0
）　

前
掲
、『
周
恩
来
年
譜
（
四
九
～
七
六
年
）』
下
巻
、
四
〇
六
頁
。

（
（1
）　

前
掲
、「
国
務
院
業
務
組
負
責
同
志
聴
取
葛
洲
壩
工
程
設
計
滙
報
時
的
指
示
（
七
〇
年
一
二
月
一
一
日
）」『
Ｕ
Ｃ
Ｌ
Ａ
葛
洲
壩
工
程

文
献
滙
編
』
一
〇
頁
。

（
（2
）　

同
右
、『
Ｕ
Ｃ
Ｌ
Ａ
葛
洲
壩
工
程
文
献
滙
編
』
四
～
二
三
頁
。

（
（（
）　

周
恩
来
も
「
万
人
下
河
」
の
意
味
が
分
か
ら
ず
聞
き
直
し
た
。
前
掲
、「
周
総
理
聴
取
葛
洲
壩
工
程
設
計
滙
報
時
的
指
示
（
七
〇
年

一
二
月
一
六
日
）」『
Ｕ
Ｃ
Ｌ
Ａ
葛
洲
壩
工
程
文
献
滙
編
』
三
六
頁
。

（
（（
）　

前
掲
、「
国
務
院
業
務
組
負
責
同
志
聴
取
葛
洲
壩
工
程
設
計
滙
報
時
的
指
示
（
七
〇
年
一
二
月
一
一
日
）」『
Ｕ
Ｃ
Ｌ
Ａ
葛
洲
壩
工
程

文
献
滙
編
』
一
三
頁
。

（
（（
）　

前
掲
、「
李
先
念
与
三
峡
工
程
」
四
二
八
頁
。

（
（6
）　

前
掲
、『
李
先
念
伝
（
四
九
～
九
二
年
）』
下
巻
、
七
一
六
頁
。

（
（（
）　
「
周
総
理
聴
取
葛
洲
壩
工
程
設
計
報
告
時
的
指
示
（
七
〇
年
一
二
月
一
六
日
）」
前
掲
、『
Ｕ
Ｃ
Ｌ
Ａ
葛
洲
壩
工
程
文
献
滙
編
』
二
四

～
三
九
頁
。

（
（8
）　

業
務
組
構
成
員
は
周
恩
来
、
紀
登
奎
、
李
徳
生
、
余
秋
里
が
出
席
し
て
い
る
が
、
余
秋
里
は
袁
宝
華
と
と
も
に
計
画
委
員
会
か
ら
の

出
席
者
と
な
っ
て
い
る
。

　
　

李
先
念
は
欠
席
し
た
が
、
会
議
中
に
周
恩
来
が
病
欠
だ
と
言
及
し
た
。
同
右
、『
Ｕ
Ｃ
Ｌ
Ａ
葛
洲
壩
工
程
文
献
滙
編
』
三
七
頁
。
し
か

し
、『
李
先
念
年
譜
』
で
は
、
李
先
念
は
出
席
し
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
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他
方
、『
Ｕ
Ｃ
Ｌ
Ａ
葛
洲
壩
工
程
文
献
滙
編
』（
四
頁
）
の
業
務
組
会
議
議
事
録
で
は
、
李
先
念
が
同
年
一
二
月
一
一
日
の
会
議
に
出
席

し
た
と
し
て
い
る
が
、
年
譜
で
は
記
載
が
な
い
。
前
掲
、『
李
先
念
年
譜
』
第
五
巻
、
九
四
～
九
六
頁
。

（
（9
）　

前
掲
、「
周
総
理
在
聴
取
葛
洲
壩
水
利
枢
紐
布
置
修
改
方
案
滙
報
時
的
指
示
（
七
一
年
六
月
二
三
日
）」『
Ｕ
Ｃ
Ｌ
Ａ
葛
洲
壩
工
程
文

献
滙
編
』
六
七
頁
。

（
（0
）　

前
掲
、「
周
総
理
聴
取
葛
洲
壩
工
程
設
計
報
告
時
的
指
示
（
七
〇
年
一
二
月
一
六
日
）」『
Ｕ
Ｃ
Ｌ
Ａ
葛
洲
壩
工
程
文
献
滙
編
』
二
五

頁
。

（
（1
）　

前
掲
、「
長
江
葛
洲
壩
水
電
工
程
説
明
」『
Ｕ
Ｃ
Ｌ
Ａ
葛
洲
壩
工
程
文
献
滙
編
』
三
三
〇
～
三
三
五
頁
。

（
（2
）　
「
修
建
葛
洲
壩
枢
紐
工
程
必
須
兼
顧
発
電
和
航
運
（
七
一
年
四
月
二
八
日
）」
程
振
声
主
編
『
建
国
以
来
李
先
念
文
稿
（
六
六
年
一
月

～
七
六
年
一
月
）』
一
四
五
頁
、
中
央
文
献
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
。
こ
の
発
言
は
、
水
電
部
葛
洲
壩
設
計
方
案
討
論
会
の
『
簡
報
』
第

一
期
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

（
（（
）　

前
掲
、「
国
務
院
業
務
組
負
責
同
志
聴
取
葛
洲
壩
工
程
設
計
滙
報
時
的
指
示
（
七
〇
年
一
二
月
一
一
日
）」『
Ｕ
Ｃ
Ｌ
Ａ
葛
洲
壩
工
程

文
献
滙
編
』
二
一
頁
。

（
（（
）　
『
林
一
山
回
顧
録
』
二
八
五
頁
、
方
志
出
版
社
、
二
〇
〇
四
年
。

（
（（
）　

前
掲
、「
周
総
理
聴
取
葛
洲
壩
工
程
設
計
報
告
時
的
指
示
（
七
〇
年
一
二
月
一
六
日
）」『
Ｕ
Ｃ
Ｌ
Ａ
葛
洲
壩
工
程
文
献
滙
編
』
三
四

～
三
五
頁
。

（
（6
）　

同
右
、『
Ｕ
Ｃ
Ｌ
Ａ
葛
洲
壩
工
程
文
献
滙
編
』
三
五
頁
。

（
（（
）　

こ
の
発
言
の
後
半
部
分
「
一
三
億
元
に
は
同
意
し
て
い
な
い
」
を
引
用
せ
ず
、
前
半
部
分
の
み
を
引
用
し
た
記
述
が
あ
る
。
前
掲
、

『
周
恩
来
与
治
水
』
三
八
頁
。

（
（8
）　

同
右
、『
周
恩
来
与
治
水
』
五
二
頁
。
前
掲
、『
周
恩
来
年
譜
』
に
は
そ
の
件
の
記
述
が
な
い
。

（
（9
）　

前
掲
、「
附
：
林
一
山
写
給
周
総
理
的
信
（
七
〇
年
一
二
月
一
七
日
）」『
林
一
山
治
水
文
選
』
三
九
一
～
三
九
四
頁
。
ま
た
は
、
楊

世
華
主
編
『
林
一
山
治
水
文
集
之
二
―
葛
洲
壩
工
程
的
決
策
』
四
一
～
四
五
頁
、
湖
北
科
学
技
術
出
版
社
、
一
九
九
四
年
。

　
　

上
記
資
料
は
、
林
一
山
が
周
恩
来
に
指
示
さ
れ
た
の
は
「
一
二
月
一
七
日
午
前
の
会
議
」
と
し
て
い
る
が
、
業
務
組
議
事
録
に
あ
る

「
一
二
月
一
六
日
」
が
正
し
い
と
思
わ
れ
る
。
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（
（0
）　

曽
思
玉
は
、
一
二
月
二
五
日
に
、〔
一
九
七
〇
〕
七
八
号
文
件
が
通
達
さ
れ
た
と
し
て
い
る
。
前
掲
、
傅
長
徳
の
文
章
に
文
件
リ
ス

ト
が
あ
り
、
一
二
月
二
七
日
に
発
布
さ
れ
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
下
記
論
文
に
あ
る
本
文
件
の
表
紙
写
真
か
ら
毛
沢
東
の
指
示

が
読
み
取
れ
る
。
前
掲
、
呉
華
「
張
体
学
与
葛
洲
壩
」。

（
（1
）　

前
掲
、「
中
央
領
導
同
志
聴
取
葛
洲
壩
工
程
滙
報
時
的
指
示
（
七
一
年
六
月
二
三
日
）」、「
中
央
領
導
同
志
聴
取
葛
洲
壩
工
程
滙
報
時

的
三
次
指
示
（
七
二
年
一
一
月
八
、
九
、
二
一
日
）」、
前
掲
、『
Ｕ
Ｃ
Ｌ
Ａ
葛
洲
壩
工
程
文
献
滙
編
』
八
五
、
一
一
六
頁
。　
　

（
（2
）　

前
掲
、
拙
稿
、「
中
国
三
峡
ダ
ム
計
画
の
登
場
―
毛
沢
東
の
示
唆
と
林
一
山
の
役
割
」。

（
（（
）　Richard Curt K

raus, T
he Cultural R

evolution: A
 V

ery Short Introduction, O
xford U

niversity Press, 2012, p.20.

陳
東
林
著
『
三
線
建
設
備
戦
時
期
的
西
部
開
発
』
二
二
五
～
三
二
九
頁
、
中
共
中
央
党
校
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年
。

（
（（
）　

拙
稿
、「
停
滞
と
雌
伏
の
中
国
三
峡
ダ
ム
計
画
」
慶
應
義
塾
大
学
法
学
研
究
会
編
『
教
養
論
叢
』
第
一
三
九
号
、
三
七
（
二
五
六
）

～
六
五
（
二
二
八
）
頁
、
二
〇
一
八
年
二
月
。


